
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
論
の

　
　
　
1
通
貨
供
給
の
受
動
性
1

一
基
本
間
題

福
　
　
田
　
　
康

　
　
　
　
　
　
　
（
泰

讐男

（79）　インフレーシ目ン論の一基本間魑

は
し
が
き

　
物
価
の
趨
勢
的
上
昇
す
な
わ
ち
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
流
通

必
要
金
量
を
上
国
る
過
剰
な
不
換
通
貨
の
累
積
的
増
大
の
過
程
で

あ
る
。
物
価
上
昇
と
過
剰
通
貨
の
累
増
と
は
相
互
に
前
提
し
あ
い
、

同
じ
コ
イ
ン
の
裏
表
を
な
す
。
そ
こ
で
、
物
価
と
通
貨
の
ど
ち
ら

が
他
者
を
規
定
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
、
イ

ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
論
の
基
本
的
構
成
に
か
か
わ
る
根
本
問
題
で
あ

る
。
今
日
の
不
換
制
下
に
お
い
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
よ
っ
て
決
定
的

に
展
開
さ
れ
た
貨
幣
数
量
説
命
題
が
成
立
す
る
と
す
れ
ぱ
、
イ
ン

フ
レ
ー
シ
冒
ン
の
根
源
は
通
貨
供
給
側
に
求
め
ら
れ
、
イ
ン
7
レ

の
責
任
は
中
央
銀
行
を
軸
点
と
す
る
金
融
機
関
が
負
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
不
換
制
下
に
お
い
て
も
、
金
銀
鋳
貨
流
通

あ
る
い
は
免
換
銀
行
券
流
通
の
場
合
と
同
様
、
流
通
通
貨
量
は
価

格
総
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
（
通
貨
供
給
の
受
動
性
法
則
）
と

す
れ
ぱ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
根
源
は
物
価
の
側
に
求
め
ら
れ
、

実
体
経
済
内
部
に
お
け
る
独
占
的
市
場
構
造
、
蓄
積
構
造
の
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ァ
ヅ
プ
す
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
通
貨
供
給
の
受
動
性
法
則
の
不
換
制
下
に
お

け
る
成
立
を
論
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
主
要
な
分

析
対
象
は
対
民
間
信
用
で
あ
り
、
対
政
府
信
肝
従
っ
て
財
政
イ
ン

フ
レ
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
確
か
に
、
近
年
の
国
償
の
発
行
増

大
に
伴
い
対
政
府
信
用
を
媒
介
と
す
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
は
、
そ

の
比
重
を
急
速
に
高
め
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
対
民
間
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信
用
は
依
然
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
（
表
－
参
照
）
、
ま
た

均
衡
財
政
下
す
で
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
て
い
た
事
実

か
ら
す
れ
ぱ
、
対
民
間
信
用
を
媒
介
と
す
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の

性
椿
規
定
は
、
現
代
イ
ン
フ
レ
ー
シ
冒
ン
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

表1　マネーサプライ部門別増滅比
）％（

部門
対外資産 政府向け 地方公共団 民間向
（短期） 信　　用 体向信用 信用

その他
年

1959 1ア．2 7．O 0．1 102．O 一2ア．0

1961 一14．2 一5．2 1．3 128．O 一10，O

1963 一2．8 6．8 3．2 103．O 一10．0

1965 3．8 10．4 3．1 93．O ＿10．3

196ア 4，7 19．3 1．6 111．O 一27．2

1969 11．O 6．9 2．2 99．1 一19．O

19ア1 21．3 一3．0 2．6 96．8 一17．6

ユ973 一21．9 9．4 4．4 113．2 一5．O
1975 一5．2 33．7 5．0 87．9 一21．5

197ア‡ 一15．1 22．2 8．3 80．7 ＿26．4

1979 一25．O 38．6 8．9 84．4 一6．9
1981 一1．4 23．8 3．9 81．6 一8．0

（資料） 目銀『経済統計年報j（各年版）
‡19η年以前は．〒ネーサプライは必，19ア9年以降は，必十0刀
（なお。”1＝現金通貨十当座預金十普通預金十通知預金十別段預金。
必＝〃1＋定期性預金）。その他・・民間保有金融贋1対象金融機関の固定

資産。資本金I準術金等その他の勘定の絨増減額。

三
宅
信
用
イ
ン
フ
レ
説
の
検
討

　
本
節
で
は
、
信
用
イ
ン
フ
レ
説
を
代
表
す
る
三
宅
説
を
取
り
上

げ
、
そ
れ
が
通
貨
供
給
能
動
性
論
す
な
わ
ち
受
動
性
法
則
否
定
論

を
理
論
的
べ
ー
ス
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
し
か
る
上
で
、

能
動
性
論
が
孕
む
理
論
的
難
点
を
指
摘
す
る
。
能
動
性
命
題
の
妥

当
性
が
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
三
宅
氏
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
信
用
イ
ン
フ
レ
発
生
の
過
程
を

次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。
「
市
中
銀
行
が
企
業
の
資
金
需
要
に
。

ズ
ル
ズ
ル
と
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
自
己
の
資
金
繰
り
の
悪
化
を
あ
え

て
し
て
ま
で
貸
し
応
じ
る
と
い
っ
た
安
易
な
貸
出
態
度
を
採
っ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
市
中
銀
行
－
日
本
銀
行
の
と
こ
ろ
で
、
日
本
銀

行
が
そ
の
た
め
に
生
じ
る
市
中
銀
行
の
『
資
金
不
足
』
を
補
填
す

る
資
金
供
給
を
行
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
「
日
本
銀
行

と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
」
『
経
済
評
論
』
一
九
六
六
年
九
月
号
、

一
六
－
七
頁
）
。
一
方
の
企
業
側
に
お
け
る
過
剰
な
通
貨
需
要
の

存
在
、
他
方
の
そ
れ
に
対
す
る
市
ヰ
銀
行
・
日
銀
の
ズ
ル
ズ
ル
貸

し
応
ず
る
体
制
、
こ
の
よ
う
な
過
剰
通
貨
の
需
要
と
供
給
の
結
果
、

流
通
通
貨
は
流
通
必
要
金
量
を
越
え
イ
ン
フ
レ
が
生
じ
る
。
こ
の

よ
う
な
イ
ン
フ
レ
の
現
実
的
発
生
過
程
か
ら
す
れ
ぱ
、
第
一
に
イ

蝸8
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ン
フ
レ
に
つ
な
が
る
過
剰
な
通
貨
需
要
は
な
ぜ
生
じ
、
第
二
に
そ

の
需
要
に
呼
応
す
る
過
剰
通
貨
供
給
は
な
ぜ
可
能
と
な
る
の
か
が

問
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
氏
は
、
過
剰
需
要
の
発
生
原
因
を
追
究
す
る
こ
と
な

く
イ
ン
フ
レ
の
主
導
的
役
割
を
通
貨
供
給
側
に
求
め
ら
れ
る
。

「
物
価
騰
貴
の
根
源
は
…
中
央
銀
行
が
金
準
備
を
顧
慮
、
す
る
制
約

を
免
れ
て
、
預
金
を
設
定
し
た
り
銀
行
券
を
発
行
し
う
る
と
こ
ろ

に
あ
る
」
（
『
金
』
一
九
六
八
年
、
岩
波
新
書
、
六
七
頁
）
。
そ
れ

ゆ
え
、
需
要
要
因
は
、
過
剰
通
貨
供
給
を
受
け
と
め
る
消
極
的
要

因
で
し
か
な
い
。
「
世
上
往
々
、
わ
が
国
で
の
近
年
の
物
価
騰
貴

の
原
因
に
つ
い
て
、
生
産
性
の
向
上
し
た
大
企
業
で
の
賃
金
引
上

げ
に
つ
づ
い
て
、
労
働
カ
需
給
関
係
の
逼
迫
か
ら
生
産
性
の
向
上

し
な
い
部
門
で
の
賃
銀
引
上
げ
が
生
じ
、
こ
の
賃
銀
引
上
げ
が
物

価
を
押
上
げ
て
い
る
と
か
、
大
企
業
で
管
理
価
格
が
行
な
わ
れ
て

い
る
の
が
原
因
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
大
企
業
で
成
長
政
策
が

採
ら
れ
こ
の
需
要
増
加
に
よ
っ
て
物
価
騰
貴
が
生
じ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
…
だ
が
物
価
騰
貴
の
根
源
は
じ
つ
は
こ
れ
ら
の
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
」
（
前
掲
『
金
』
、
六
五
－
七
頁
）
。
引

用
文
中
の
「
賃
金
引
上
げ
・
：
」
は
コ
ス
ト
プ
ヅ
シ
ュ
ィ
ン
フ
レ
説

の
一
種
で
あ
る
生
産
性
上
昇
率
格
差
イ
ン
フ
レ
説
を
、
「
管
理
価

格
…
L
は
管
理
価
格
イ
ン
フ
レ
説
を
、
そ
し
て
「
成
長
政
策
・
：
」

は
超
過
需
要
イ
ン
フ
レ
説
を
指
す
が
、
こ
こ
で
氏
は
、
そ
れ
ら
の

説
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
実
体
経
済
側
”
通
貨
需
要
側
か
ら
イ
ン
フ

レ
の
発
生
を
解
く
こ
と
一
般
を
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
フ
レ
の
「
根
源
」
は
あ
く
ま
で
通
貨
供
給
側
に
あ
り
、
日

銀
と
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
市
中
銀
行
に
よ
る
「
ル
ー
ズ
な
」
、
「
い

い
加
減
な
」
（
「
日
本
銀
行
：
・
」
　
一
四
頁
）
通
貨
供
給
の
「
結
果
通

貨
総
量
が
膨
脹
し
、
免
換
制
で
あ
っ
た
な
ら
ぱ
流
通
し
た
で
あ
ろ

う
量
を
こ
え
る
に
し
た
が
っ
て
、
円
と
か
ド
ル
、
ポ
ン
ド
は
以
前

よ
り
も
す
く
な
い
金
量
し
か
表
わ
さ
な
く
な
る
」
（
前
掲
『
金
』

七
一
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
三
宅
氏
は
、
新
し
い
貨
幣
数
量
説
の

立
場
か
ら
通
貨
量
が
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
受
動
性

法
則
を
否
定
し
、
通
貨
量
が
価
格
を
規
定
す
る
と
い
う
通
貨
供
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

の
能
動
性
を
べ
ー
ス
に
イ
ン
フ
レ
論
を
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
不
換
制
下
で
の
過
剰
通
貨
供
給
が
イ

　
　
　
　
、
　
　
、

ン
フ
レ
の
条
件
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
過
剰
通
貨
供
給
を
イ

　
　
　
　
、
　
　
、

ン
フ
レ
の
根
源
と
す
る
こ
と
に
は
根
本
的
な
擬
問
を
持
つ
。
過
剰

通
貨
供
給
が
通
貨
体
制
上
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
な
ぜ

実
現
す
る
の
か
。
過
剰
通
貨
供
給
は
そ
れ
に
対
す
る
需
要
が
存
在

し
な
け
れ
ぱ
実
現
し
え
な
い
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
根
本
原
因
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は
、
、
む
し
ろ
過
剰
通
貨
需
要
の
側
に
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
の
原
因
を

一
面
的
に
通
貨
供
給
側
に
求
め
、
根
源
は
過
剰
通
貨
供
給
に
あ
り

と
す
る
議
論
に
お
い
て
は
、
過
剰
通
貨
供
給
の
実
現
根
拠
の
考
察

が
完
全
に
脱
落
す
る
。
ま
た
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
仮
に
、

通
貨
供
給
の
受
動
性
を
認
め
ず
、
能
動
性
説
を
取
る
と
す
れ
ぱ
、

議
論
は
究
極
的
に
資
本
主
義
万
年
イ
ン
フ
レ
に
帰
着
す
る
。
つ
ま

り
、
今
日
の
イ
ン
フ
レ
を
能
動
性
説
か
ら
説
く
と
す
れ
ぱ
、
逆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

非
イ
ン
フ
レ
期
の
存
在
、
例
え
ぱ
一
九
世
紀
の
傾
向
的
物
価
低
落

と
い
う
事
実
が
説
明
困
難
と
な
る
。
通
貨
需
要
に
対
し
て
通
貨
供

給
が
能
動
性
を
持
つ
と
す
れ
ぱ
、
過
剰
通
貨
供
給
従
っ
て
イ
ン
フ

レ
は
常
態
現
象
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
は
通

貨
供
給
を
そ
の
時
々
の
流
通
必
要
金
量
を
考
慮
に
入
れ
て
行
な
う

わ
け
で
は
な
く
、
銀
行
間
競
争
に
強
制
さ
れ
て
常
に
貸
出
の
増
大

を
計
り
、
通
貨
供
給
拡
大
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
資
カ
の
お

、
よ
ぷ
範
囲
内
で
可
能
な
隈
り
貸
出
を
行
な
う
こ
と
が
銀
行
の
利
益

増
進
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
受
動
性
法
則

が
成
立
し
な
い
の
で
あ
れ
ぱ
、
過
剰
通
貨
供
給
は
恒
常
化
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
論
理
的
帰
結
が
物
価
史
の
事
実
と
矛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

盾
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
戦
後
に
つ
い
て
み
て
も
、
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
物
価
は
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
は

き
わ
め
て
安
定
的
で
あ
り
、
そ
の
十
三
年
間
完
成
財
総
合
の
前
年

比
上
昇
率
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
年
が
四
年
、
コ
ン
マ
以
下
の
上
昇
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

に
と
ど
ま
っ
た
年
が
六
年
を
占
め
る
。
能
動
性
説
の
論
理
的
帰
結

は
万
年
イ
ン
フ
レ
説
で
あ
り
、
従
っ
て
能
動
性
説
で
は
非
イ
ン
フ

レ
期
の
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
三
宅
氏
は
こ
の
能
動
性
説
の
難
点
を
回
避
す
べ
く
、

免
換
制
、
不
換
制
と
い
う
通
貨
体
制
の
区
別
に
着
目
さ
れ
、
「
範

＾
5
〕

囲
」
の
議
論
を
提
出
さ
れ
る
。
免
換
制
下
に
お
い
て
は
、
銀
行
は

信
用
取
引
を
行
な
え
ぱ
、
必
然
的
に
そ
れ
に
見
合
う
金
支
払
債
務

を
負
う
。
従
っ
て
、
免
換
制
下
で
は
金
準
備
の
量
に
よ
っ
て
中
央

銀
行
が
市
中
銀
行
に
な
し
う
る
信
用
供
給
額
は
制
約
を
受
け
、
一

定
の
「
範
囲
」
阯
上
隈
が
画
さ
れ
る
。
し
か
し
、
金
支
払
償
務
の

問
題
が
生
じ
え
な
い
不
換
制
下
で
は
そ
う
し
た
「
範
囲
」
と
い
う

制
約
は
な
い
。
中
央
銀
行
は
「
免
換
停
止
下
で
は
、
免
換
制
下
で

行
な
い
う
る
よ
う
な
範
囲
を
こ
え
て
…
対
市
中
銀
行
取
引
を
行
な

う
こ
と
が
で
き
る
」
（
前
掲
「
日
本
銀
行
：
・
」
一
〇
頁
）
。
そ
し
て
、

氏
は
、
こ
の
「
範
囲
」
の
議
論
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
イ
ン
フ
レ
論
に

結
び
つ
け
る
。
「
対
市
中
銀
行
取
引
が
－
範
囲
を
い
ち
じ
る
し
く

こ
え
て
拡
大
さ
れ
る
な
ら
ば
…
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
は
必
然
的
に

ひ
き
お
こ
さ
れ
る
」
（
同
、
二
一
頁
）
。
「
中
央
銀
行
が
免
換
制
下

850
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で
行
な
い
う
る
よ
う
な
範
囲
を
こ
え
て
取
引
き
を
拡
大
し
て
ゆ
き
・

そ
れ
に
よ
っ
て
通
貨
総
額
が
増
大
し
て
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
1
も

し
免
換
制
で
あ
っ
た
な
ら
ぱ
流
通
し
た
で
あ
ろ
う
通
貨
総
量
を
こ

え
て
増
大
し
て
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
－
そ
の
程
度
に
し
た
が
っ
て
、

円
の
表
わ
す
金
量
は
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
L
（
前
掲
『
金
』
六
一

－
二
頁
）
。
つ
ま
り
、
不
換
制
下
で
は
「
範
囲
」
が
制
約
と
な
ら

な
い
た
め
、
容
易
に
「
範
囲
」
を
上
回
っ
て
過
剰
通
貨
が
供
給
さ

れ
イ
ン
フ
レ
が
生
じ
る
。
他
方
、
免
換
制
下
に
お
い
て
は
、
「
範

囲
」
が
制
約
と
な
る
た
め
能
動
性
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
過
剰

通
貨
供
給
↓
イ
ン
フ
レ
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、
以
上
の
「
範

囲
」
を
組
み
込
ん
だ
能
動
性
説
は
、
万
年
イ
ン
フ
レ
説
の
難
点
を

救
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
三
宅
氏
自
身
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
免
換
制
下
で
あ
っ
て

も
、
「
範
囲
」
と
流
通
必
要
金
量
と
は
。
「
関
係
は
あ
る
が
、
事
柄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

と
し
て
同
じ
事
柄
で
は
な
い
」
。
前
者
は
、
時
々
の
経
済
事
情
に

よ
っ
て
一
律
と
は
い
か
な
い
が
そ
れ
で
も
与
え
ら
れ
た
金
準
備
の

額
に
よ
つ
て
そ
の
都
度
機
械
的
に
決
ま
っ
て
く
る
中
央
銀
行
が
な

し
う
る
信
用
供
給
額
の
上
限
で
あ
る
。
他
方
、
後
者
の
流
通
必
要

金
量
と
は
商
品
売
買
に
必
要
な
貨
幣
量
で
あ
る
。
免
換
制
下
、
通

常
の
状
態
に
お
い
て
は
、
流
通
必
要
金
量
を
満
た
す
の
に
必
要
な

中
央
銀
行
の
「
貸
出
額
」
は
上
限
と
し
て
の
「
範
囲
」
に
達
す
る

こ
と
は
な
く
、
そ
の
枠
内
で
変
動
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
銀
行
券

の
流
通
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
意
志
に
は
か
か
わ
，
り
が
な
い

よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
銀
行
券
の
免
換
可
能
性
を
保
証
す
る
銀
行
地

下
室
内
の
金
準
備
高
に
も
か
か
わ
り
が
な
い
」
（
b
§
宍
ミ
ぎ
ト

ミ
、
、
ミ
．
事
曳
餉
ミ
ミ
睾
鼻
ω
二
阜
H
）
。

　
し
か
し
、
氏
の
議
論
に
従
え
ぱ
、
流
通
必
要
金
量
に
対
応
す
る

「
貸
出
額
」
と
「
範
囲
」
と
の
ギ
ャ
ヅ
プ
は
そ
も
そ
も
成
立
し
え

な
い
。
通
貨
供
給
の
能
動
性
を
制
約
す
る
も
の
は
唯
一
「
範
囲
」

で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ぱ
、
見
換
制
下
、
「
範
囲
」
の
上
隈
に
達
す

る
ま
で
「
貸
出
額
」
を
上
回
る
信
用
供
給
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

流
通
必
要
金
量
を
越
え
る
過
剰
通
貨
供
給
、
従
っ
て
イ
ン
フ
レ
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
「
範
囲
」
を
上
回
る
信
用
供
給
の
み
が
過

剰
な
通
貨
供
給
に
緒
果
す
る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
「
範
囲
」
内

で
あ
れ
流
通
必
要
金
量
を
満
た
す
中
央
銀
行
の
「
貸
出
額
」
を
上

回
っ
て
信
用
供
給
が
な
さ
れ
れ
ぱ
、
そ
れ
は
同
様
に
過
剰
な
イ
ン

フ
レ
通
貨
の
供
給
と
な
る
。
し
か
も
、
金
準
備
額
の
変
動
に
呼
応

し
て
「
範
囲
」
が
変
動
す
る
結
果
、
イ
ン
フ
レ
率
は
そ
の
金
準
備

額
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
変
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
、

「
範
囲
」
を
組
み
入
れ
た
氏
の
イ
ン
フ
レ
論
も
、
能
動
性
説
に
基
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礎
を
置
く
が
故
に
や
は
り
資
本
主
義
万
年
イ
ン
フ
レ
説
と
な
ら
ざ

る
ポ
え
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
三
宅
氏
自
身
は
免
換
制
下

に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
の
常
態
化
を
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
信
用
イ
ン
フ
レ
説
に
忠
実
に
従
え
ば
、
免
換
制
下

で
も
イ
ン
フ
レ
は
不
可
避
と
な
る
。
信
用
イ
ン
フ
レ
説
を
唱
え
な
．

が
ら
・
他
方
で
免
換
制
下
で
の
イ
ン
フ
レ
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、

む
し
ろ
論
理
的
整
合
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
能
動
性
説
で
は
、
イ
ン
フ
レ
率
の
変
化
を
説
明
で
き
な

い
。
ア
メ
リ
カ
を
例
に
と
り
一
九
五
二
年
－
一
九
六
三
年
を
前
期
、

一
九
六
四
年
－
一
九
八
○
年
を
後
期
と
し
、
実
質
G
N
P
成
長
率
、

完
成
財
総
合
の
前
年
比
上
昇
率
の
単
純
平
均
値
を
前
期
と
後
期
で

比
較
す
る
と
、
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
実
質
G
N
P
成
長
率
は

三
・
二
六
％
か
ら
三
・
一
一
＝
ハ
％
へ
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
の
に
対

し
ゾ
物
価
上
昇
率
は
・
○
・
六
五
％
か
ら
六
・
三
％
へ
と
大
き
く
上

　
　
　
　
　
＾
7
）

昇
率
を
上
げ
た
。
成
長
率
安
定
の
下
で
な
に
ゆ
え
物
価
上
昇
率
の
。

み
が
上
昇
し
た
の
か
。
銀
行
の
通
貨
供
給
能
カ
が
、
同
じ
不
換
制

の
下
で
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
増
大
し
た
か
ら
だ
と
主
張
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

　
　
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
の
「
戦
略
的
原
因
」
を
通

貨
供
給
側
に
求
め
る
議
論
は
、
論
理
的
に
万
年
イ
ン
フ
レ
説
に
帰

結
せ
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
イ
ン
フ
レ
率
の
変
化
が
な
に
ゆ
え
に
生

じ
る
の
か
有
効
な
回
答
を
示
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理

論
的
困
難
は
、
通
貨
供
給
の
受
動
性
を
否
定
し
、
能
動
性
説
を
採

る
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
能
動
性
説
の
不
換

制
下
に
お
け
る
妥
当
性
が
改
め
て
問
わ
れ
る
。
以
下
、
ま
ず
免
換

制
下
に
お
い
て
信
用
に
基
づ
く
マ
ネ
ー
サ
プ
テ
イ
の
物
価
に
対
す

る
受
動
性
が
如
何
に
し
て
実
現
さ
れ
る
の
か
そ
の
機
構
を
解
明
し
、

そ
の
上
で
節
を
改
め
、
そ
う
し
た
受
動
性
法
則
を
実
現
す
る
機
構

が
今
日
の
不
換
制
下
に
お
い
て
も
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
。

　
（
1
）
　
戦
後
、
「
信
用
イ
ン
フ
レ
説
」
の
口
火
を
切
。
た
川
合
一
郎
教

　
　
授
は
、
マ
イ
ル
ド
イ
ン
フ
レ
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
述
ぺ
ら
れ
る
。

　
　
「
さ
い
し
エ
に
市
中
銀
行
が
貸
出
し
た
預
金
通
貨
量
な
る
も
の
は
極

　
　
め
て
ル
ー
ズ
に
計
算
さ
れ
た
将
来
の
流
通
必
要
金
量
に
も
と
づ
く
も

　
　
の
で
あ
り
・
し
か
も
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ズ
な
予
測
を
惜
手
た
る
企
業

　
　
お
よ
ぴ
貸
手
た
る
市
中
銀
行
に
許
し
た
も
の
は
、
あ
と
で
市
中
銀
行

　
　
を
つ
ぷ
す
は
ず
が
な
い
と
い
う
信
念
を
与
え
た
中
央
銀
行
の
態
度
で

　
　
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
（
「
い
わ
ゆ
る
『
マ
イ
ル
ド
．
イ

　
　
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
』
に
つ
い
て
」
『
経
営
研
究
』
一
九
五
八
年
、
後

　
　
に
『
信
用
制
度
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
』
一
九
六
五
年
、
有
斐
閣
に

　
　
所
収
、
一
四
三
頁
）
。
中
央
銀
行
の
ル
ー
ズ
な
貸
出
態
彼
が
企
業
側
、

　
　
市
中
銀
行
双
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ル
ー
ズ
な
通
貨
需
要
と
ル
ー
ズ
な
通
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貨
供
給
を
生
ぜ
し
め
、
よ
ウ
て
イ
ン
フ
レ
が
発
生
す
る
。
つ
ま
り
、

　
θ
1
〃
の
後
に
w
1
θ
が
続
く
こ
と
に
よ
っ
て
当
初
の
θ
は
「
流

　
通
必
要
金
量
」
と
し
て
の
認
知
を
受
け
る
が
、
そ
れ
で
も
θ
1
W

　
が
ル
ー
ズ
に
な
れ
ぱ
イ
ン
フ
レ
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
以
上
の
氏

　
の
主
張
は
、
氏
の
イ
ン
フ
レ
の
塞
本
規
定
と
矛
層
す
る
。
す
な
わ

　
ち
、
氏
は
イ
ン
フ
レ
は
θ
1
豚
の
後
に
w
－
θ
が
伴
わ
ず
θ
－
豚

　
の
「
貨
幣
的
原
始
購
買
季
段
性
」
（
同
書
、
二
一
二
貢
）
の
み
が

　
残
る
場
合
に
生
ず
る
と
説
く
が
、
こ
の
基
本
規
定
と
w
1
θ
に
よ

　
る
追
認
を
受
け
る
下
で
の
イ
ン
フ
レ
諭
と
の
間
に
不
整
合
さ
を
残

　
す
。

（
2
）
オ
．
H
．
冒
首
昌
一
』
ミ
ぎ
ミ
o
』
§
ぎ
§
ざ
§
雨
⑰
ミ
曇
ミ

　
、
ミ
ミ
3
s
8
■
昌
旨
目
■
器
o
H
ρ
巨
o
・
－
（
勺
■
饒
o
）
．
増
井
幸
雄
訳

　
『
物
価
騰
貴
諭
』
一
九
ニ
ニ
年
、
二
三
六
－
八
頁
。

（
3
）
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
運
営
に
つ
い
て
助
言
す
る
立
場
に
あ
っ

　
た
ア
シ
ュ
バ
ー
ト
ン
卿
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
の
金
流
出
原

　
因
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
金
庫
か
ら

　
の
く
貴
V
金
属
の
引
出
し
は
、
二
つ
の
原
因
の
う
ち
の
一
つ
に
よ
っ

　
て
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
…
第
一
に
、
国
内
の
商
業
上
な
い
し
政

　
治
上
の
パ
ニ
ソ
ク
と
信
用
喪
失
に
よ
っ
て
。
あ
る
い
は
、
第
二
に
、

　
外
国
為
替
の
逆
調
の
結
果
起
こ
る
海
外
送
金
の
需
要
に
よ
っ
て
」

　
（
巨
H
I
H
8
ぎ
一
』
串
訂
ざ
ミ
♀
～
、
｛
§
ク
§
匙
き
雨
吻
ミ
雨
ミ
§
雨

　
9
『
§
§
ミ
§
一
、
さ
§
葛
§
、
o
葛
ミ
〔
以
下
雪
撃
o
q
と
略
〕
、

　
■
o
邑
昌
H
o
o
ミ
．
弓
や
い
s
l
♂
・
藤
塚
知
義
訳
『
物
価
史
』
第
四
巻
、

　
一
九
八
一
年
、
東
洋
経
済
、
三
六
六
頁
）
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ー
ト
ン

　
は
金
流
出
原
因
を
次
の
六
つ
に
細
分
化
し
た
。
ω
貿
易
赤
字
、
②
戦

　
争
準
備
、
㈹
パ
ニ
ッ
ク
に
よ
る
信
用
不
安
、
ω
穀
物
買
付
、
旧
外
国

　
証
券
投
資
、
㈹
外
国
物
産
投
機
で
あ
る
（
－
・
司
己
－
胃
ざ
早
o
ミ
§
雨

　
完
祭
ミ
ミ
“
§
県
o
ミ
ミ
§
膏
｝
一
㌣
＆
二
■
旨
旦
昌
一
〇
〇
禽
．
暮
・
o
o
・
阿

　
野
季
房
訳
『
通
貨
調
節
論
』
一
九
四
八
年
、
改
造
社
）
。
こ
こ
に
は
、

　
銀
行
券
の
過
剰
発
行
・
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
金
流
出
の
指
摘
は
な
い
。

　
し
か
も
、
両
氏
の
金
流
出
に
つ
い
て
の
指
摘
は
そ
の
後
の
免
換
制
下

　
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。

（
4
）
　
『
ア
メ
リ
カ
経
済
白
書
』
（
一
九
八
二
年
版
）
経
済
企
画
庁
調
査

　
局
監
訳
、
表
－
6
0
（
七
〇
頁
）
。

（
5
）
　
免
換
制
下
で
行
な
い
う
る
貸
出
の
「
範
囲
」
と
い
う
場
合
、
一

　
般
的
に
は
次
の
二
種
類
の
「
範
囲
」
が
考
え
ら
れ
る
。
ω
所
与
の
金

　
準
備
額
に
よ
っ
て
定
ま
る
貸
出
可
能
な
限
度
額
、
つ
ま
り
銀
行
が
負

　
い
う
る
債
務
額
の
上
限
、
㈲
流
通
必
要
金
量
、
つ
ま
り
現
実
の
需
要

　
を
満
た
す
の
に
必
要
な
貸
出
額
、
で
あ
る
。
三
宅
氏
の
「
範
囲
」
は

　
ω
を
指
す
。
「
銀
行
券
も
預
金
も
、
要
求
が
あ
れ
ぱ
金
で
支
払
わ
ね

　
ぱ
な
ら
な
い
償
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
－
貸
し
出
し
、
証
券
買
い

　
入
れ
を
む
や
み
に
ふ
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
支
払
い
準
備
で
あ
る

　
金
と
の
関
係
で
制
約
を
う
け
る
。
前
記
の
準
傭
率
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト

　
前
後
と
い
う
の
は
一
応
の
目
安
〔
と
な
る
〕
」
（
「
今
目
の
物
価
藤
貴

　
の
基
本
的
し
く
み
」
『
経
済
』
一
九
七
〇
年
十
月
号
、
一
二
三
頁
）
。
イ

　
ン
フ
レ
と
直
接
係
わ
り
を
持
つ
の
は
⑲
の
範
囲
で
あ
る
の
に
、
何
故
、

　
三
宅
氏
が
ω
の
範
囲
を
塞
軸
に
据
え
た
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
、

　
氏
が
イ
ン
フ
レ
の
原
因
を
不
換
制
そ
れ
自
体
に
求
め
よ
う
と
さ
れ
た
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か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
不
換
制
の
不
換
制
た
る
ゆ
え
ん
は
金
支
払
債

　
務
か
ら
の
解
放
の
結
果
可
能
と
な
る
㈹
の
範
囲
を
越
え
て
の
貸
出
し

　
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
o

（
6
）
　
三
宅
義
夫
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
論
展
開
の
た
め
に
」
『
金
融

　
経
済
』
一
二
四
号
、
　
一
九
七
〇
年
、
三
頁
。

（
7
）
　
前
掲
『
ア
メ
リ
カ
経
済
白
書
』
（
一
九
八
二
年
版
）
、
表
1
2

　
（
三
頁
）
、
表
－
6
0
（
七
〇
貢
）
。

（
8
）
　
新
開
陽
一
『
現
代
マ
ク
ロ
経
済
学
の
解
明
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

　
一
九
八
二
年
、
三
五
頁
。

　
　
　
二
　
通
貨
供
給
の
受
動
性
と
還
流
性
H

　
　
　
　
　
　
l
免
換
制
の
場
合
－

　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
金
銀
鋳
貨
を
価
値
章
標
と
み
な
し
、
商
品
価
格

は
、
政
府
紙
幣
、
金
銀
鋳
貨
を
間
わ
ず
一
国
に
存
在
す
る
貨
幣
量
、

つ
ま
り
流
通
手
段
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
し
た
。
「
物
価
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
）

つ
ね
に
そ
の
国
の
貨
幣
量
に
比
例
す
る
」
。
い
わ
ゆ
る
貨
幣
数
量

説
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
ル
ク
ス
は
、
第
一
に
、
金
銀
貨
は
、

流
通
の
内
部
で
初
め
て
一
つ
の
擬
制
的
な
価
値
を
得
る
の
で
は
な

く
、
他
の
商
品
同
様
、
・
流
通
過
程
に
入
る
前
か
ら
す
で
に
価
値
を

有
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
商
品
価
格
は
、
そ
の
価
値
が
す
で
に
与

え
ら
れ
た
金
あ
る
い
は
銀
に
よ
る
商
品
の
交
換
価
値
の
表
示
で
あ

り
、
貨
幣
は
そ
の
価
格
に
お
い
て
す
で
に
観
念
的
に
表
示
さ
れ
て

い
る
金
を
実
在
的
に
示
す
に
す
ぎ
な
い
こ
と
の
二
点
を
明
確
化
し

た
う
え
で
、
流
通
貨
幣
量
が
物
価
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
反

対
に
物
価
が
流
通
貨
幣
量
を
規
定
す
る
と
し
た
（
『
資
本
論
』
第

一
巻
第
三
章
第
二
節
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
・

　
流
通
手
段
量
が
物
価
総
額
に
よ
っ
て
受
動
的
に
規
定
さ
れ
る
と

い
う
こ
の
「
受
動
性
法
則
」
は
、
銀
行
信
用
を
加
え
た
銀
行
券
流

通
の
次
元
に
お
い
て
も
貫
徹
す
る
。
「
す
で
に
単
純
な
貨
幣
流
通

を
考
察
し
た
と
こ
ろ
（
第
一
部
第
三
章
第
二
節
）
で
論
証
し
た
よ

う
に
、
現
実
に
流
通
す
る
貨
幣
の
量
は
、
流
通
の
速
度
と
諸
支
払

の
節
約
と
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
前
提
す
れ
ぱ
、
諸
商
品
の

価
樒
と
諸
取
引
の
量
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
法
則

は
銀
行
券
流
通
の
場
合
も
支
配
す
る
」
（
宍
ミ
盲
ミ
H
戸
ω
．
㎞
竃
）
。

し
か
し
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
か
。
銀
行
は
信
用
創
造
を
行
な
い
、

よ
っ
て
本
源
的
預
金
を
越
え
て
通
貨
供
給
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ぱ
、
銀
行
信
用
を
導
入
し
た
場
合
、
物
価
↓
通
貨
と
い
う
受
動
性

法
則
が
如
何
に
し
て
実
現
さ
れ
る
の
か
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

い
。
事
際
、
か
の
通
貨
主
義
（
O
胃
H
彗
2
軍
巨
o
旦
o
）
は
、
政

府
が
不
換
紙
幣
を
発
行
す
る
場
合
と
同
様
、
銀
行
は
任
意
に
銀
行

券
発
行
を
増
減
す
る
こ
と
が
出
来
、
従
っ
て
過
剰
発
行
に
よ
っ
て
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物
価
騰
貴
を
引
き
起
し
う
る
と
説
き
、
時
の
政
府
を
動
か
し
て
ビ

ー
ル
条
例
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
免
換
が
受
動

性
の
根
拠
を
な
す
の
か
。
否
、
免
換
は
単
に
受
動
性
法
則
の
下
で

成
立
す
る
事
柄
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
銀
行
券
の
減
価
が
懸
念

さ
れ
免
換
請
求
が
な
さ
れ
る
前
に
、
受
動
性
法
則
が
、
自
由
競
争

を
前
提
に
、
そ
う
し
た
事
態
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
銀
行
券

供
給
を
流
通
必
要
貨
幣
量
に
一
致
さ
せ
免
換
制
を
保
証
す
る
の
で

あ
る
。
以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
以
下
第
一
に
、
政
府
紙
幣
と
対

比
し
て
、
遁
貨
一
般
を
代
表
す
る
銀
行
券
が
、
発
行
、
流
通
の
仕

方
に
お
い
て
如
何
な
る
区
別
性
・
特
質
を
持
つ
の
か
を
明
ら
か
に

し
、
第
二
に
、
そ
の
特
質
が
何
故
に
受
動
性
法
則
を
実
現
す
る
の

を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

　
数
量
説
命
題
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
の
は
政
府
不
換
紙
幣
の
流

通
下
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
政
府
紙
幣
の
増
減
の
結
果

と
し
て
物
価
は
変
動
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
こ
の
政
府
紙
幣
を

比
較
基
準
に
、
免
換
銀
行
券
の
発
行
、
運
動
上
の
特
徴
を
考
察
し

よ
う
。
政
府
紙
幣
と
区
別
さ
れ
る
銀
行
券
の
発
行
、
運
動
上
の
第

一
の
特
徴
は
、
銀
行
券
の
遼
流
性
で
あ
る
。
政
府
紙
幣
は
、
国
家

に
よ
っ
て
強
制
的
に
発
行
さ
れ
る
と
そ
の
ま
ま
流
通
界
に
留
ま
り
、

再
生
産
規
模
の
変
化
と
は
か
か
わ
り
な
く
累
積
の
道
を
た
ど
る
。

こ
れ
に
対
し
、
信
用
供
給
と
し
て
の
銀
行
券
発
行
の
場
合
、
そ
れ

は
一
般
に
割
引
、
貸
付
と
い
う
形
で
な
さ
れ
る
の
で
一
定
期
間
後

に
は
手
形
代
金
の
回
収
、
返
済
に
よ
り
通
貨
は
発
行
も
と
に
還
流

す
る
。
利
子
生
み
資
本
は
、
産
業
資
本
の
運
動
を
間
に
は
さ
ん
で

θ
1
〔
θ
1
豚
…
p
：
か
－
α
〕
1
α
と
い
う
循
環
運
動
を
行
な

う
。
こ
の
最
後
の
α
1
α
が
出
発
点
の
θ
－
θ
（
貸
出
）
に
対
す

る
返
済
、
つ
ま
り
通
貨
の
銀
行
へ
の
還
流
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、

銀
行
券
は
、
貸
出
期
間
の
終
了
、
あ
る
い
は
手
形
が
満
期
と
な
る

以
前
で
も
、
預
金
と
い
う
還
流
ル
ー
ト
を
持
つ
。

　
こ
の
信
用
に
基
づ
く
通
貨
供
給
の
出
発
点
へ
の
還
流
ル
ー
ル
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

す
で
に
J
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
に
続
い
て
、
通
貨
学
派
に
対
す
る
銀
行
学
派
の
中

心
、
T
・
ト
ゥ
ー
ク
、
J
・
フ
ラ
ー
ト
ン
は
、
実
際
の
銀
行
運
営

か
ら
の
報
告
を
踏
ま
え
な
が
ら
こ
の
遼
流
性
を
、
政
府
紙
幣
か
ら

銀
行
券
を
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
強
調
し
た
。
両
学
派

間
の
論
争
当
時
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
時
の
大
陸
紙
幣
増
発
、
あ

る
い
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
の
ア
ヅ
シ
ニ
ア
紙
幣
増
発
の
結
果
生
じ

た
大
規
模
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
は
人
々
の
記
憶
に
い
ま
だ
新
し

く
、
さ
ら
に
一
八
二
五
年
、
一
八
三
六
年
の
恐
慌
と
そ
れ
に
至
る

　
　
　
　
　
＾
4
）

ま
で
の
物
価
騰
貴
、
地
金
流
出
は
現
に
進
行
中
の
事
態
で
あ
っ
た
。
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そ
こ
で
通
貨
挙
派
は
、
第
一
に
、
恐
慌
お
よ
ぴ
地
金
流
出
の
原
因

を
好
況
的
物
価
騰
貴
に
求
め
、
第
二
に
、
そ
の
好
況
的
物
価
騰
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
と
の
同
一
視
か
ら
好
況
騰
貴
の
原
因
を
通

貨
の
過
剰
発
行
に
求
め
、
第
三
に
、
こ
の
第
二
の
ま
張
を
襲
付
け

る
た
め
免
換
銀
行
券
と
不
換
紙
幣
の
本
質
上
の
同
一
性
を
説
い
た
。

こ
の
最
後
の
点
に
つ
い
て
S
・
W
・
ク
レ
イ
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
両
者
の
紙
幣
〔
免
換
銀
行
券
と
政
府
不
換
紙
幣
－
引
用
者
〕
の

あ
い
だ
に
、
免
換
と
い
う
点
以
外
に
は
…
な
ん
の
相
違
を
見
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

す
こ
と
も
全
く
で
き
な
い
」
。

　
通
貨
学
派
の
こ
の
よ
う
な
銀
行
券
把
握
に
対
し
、
フ
ラ
ー
ト
ン
、

ト
ゥ
ー
ク
は
、
断
固
た
る
反
論
を
展
開
し
、
銀
行
券
の
過
剰
発
行

を
否
定
す
る
立
場
か
ら
銀
行
券
の
遼
流
性
を
説
い
た
。
「
政
府
の

発
行
す
る
紙
券
に
は
還
流
（
冨
巨
昌
）
し
得
る
た
め
の
水
路
と
い

う
も
の
が
存
在
し
な
い
。
・
：
こ
れ
と
反
対
に
銀
行
券
は
資
金
の
貸

付
（
5
彗
）
の
場
合
以
外
に
は
決
し
て
発
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

従
っ
て
こ
の
貸
付
の
期
隈
が
満
了
し
た
な
ら
ぱ
必
ず
や
当
初
発
行

さ
れ
た
の
と
同
額
の
銀
行
券
が
銀
行
の
手
許
に
返
還
（
篶
巨
旨
）

さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
Q
．
弓
邑
一
胃
8
p
o
、
・
ミ
・
・
勺
勺
・
a
l
干

訳
八
三
－
四
頁
）
。
「
免
換
紙
券
の
性
質
と
特
色
は
、
免
換
と
い
う

点
を
別
と
す
れ
ば
－
不
換
紙
券
〔
政
府
紙
幣
〕
の
そ
れ
と
全
く
同

様
で
あ
る
と
す
る
こ
の
想
定
に
お
い
て
は
、
免
換
紙
券
…
を
紙
幣

…
か
ら
本
質
的
に
区
別
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
、
全
く
見
お
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
件
と
は
ー
発
行
方
法

〔
割
引
と
貸
付
〕
と
遼
流
で
あ
る
L
（
H
H
O
O
ぎ
一
串
宣
O
§
や

冨
ω
、
訳
二
〇
一
頁
、
〔
〕
は
引
用
者
）
。
さ
ら
に
、
マ
ル
ク
ス

も
、
銀
行
券
を
合
め
た
通
貨
量
の
決
定
を
述
べ
た
先
の
引
用
文
に

関
連
さ
せ
て
、
銀
行
学
派
の
主
張
を
支
持
す
る
観
点
か
ら
銀
行
券

の
還
流
性
を
指
摘
し
た
。
「
流
通
銀
行
券
の
量
は
取
引
上
の
必
要

に
適
応
す
る
の
で
あ
っ
て
、
余
分
な
銀
行
券
は
す
べ
て
た
だ
ち
に

そ
の
発
行
者
の
も
と
に
帰
っ
て
く
る
（
昌
昌
鼻
幸
彗
ま
、
－
）
」

（
宍
喜
§
二
戸
ω
．
睾
O
）
。

　
そ
れ
で
は
、
何
故
に
銀
行
券
は
還
流
し
う
る
の
か
。
す
で
に
、

信
用
に
基
づ
く
銀
行
券
の
供
給
は
一
般
に
割
引
か
貸
付
に
よ
っ
て

行
な
わ
れ
る
と
述
べ
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ぱ
契
約
上
銀
行
券
が
発

行
も
と
に
選
流
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で

は
そ
う
し
た
取
引
上
の
形
式
を
支
え
る
経
済
的
根
拠
が
問
題
な
の

で
あ
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
遼
流
の
基
礎
は
、
信
用
供
給
が
企

業
家
の
需
要
に
依
拠
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
再
生
産
運
動
に

伴
っ
て
発
生
す
る
通
貨
需
要
に
対
す
る
通
貨
供
給
の
受
動
性
、
こ

れ
が
政
府
紙
幣
と
区
別
さ
れ
る
銀
行
券
発
行
上
の
第
二
の
特
色
で
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あ
る
o

　
確
か
に
、
銀
行
券
の
発
行
額
も
一
般
商
品
の
場
合
と
同
様
、
需

要
と
供
給
の
関
係
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
銀
行
券

の
場
合
、
主
要
決
定
因
は
需
要
側
に
あ
る
。
政
府
紙
幣
の
場
合
、

そ
の
発
行
は
、
民
間
の
需
要
と
は
独
立
に
決
定
さ
れ
る
が
、
信
用

供
給
と
し
て
の
銀
行
券
発
行
は
民
間
経
済
主
体
の
需
要
の
結
果
と

し
て
な
さ
れ
る
。
銀
行
券
は
「
欲
し
い
ひ
と
だ
け
に
発
行
さ
れ
る
。

だ
か
ら
、
銀
行
券
の
使
わ
れ
る
用
途
し
だ
い
で
、
銀
行
券
の
発
行

高
は
多
く
も
少
な
く
も
な
る
。
だ
か
ら
銀
行
券
の
数
量
は
、
需
要

の
結
果
で
あ
っ
て
原
因
で
は
な
い
」
（
H
H
O
O
庁
9
』
ミ
ト
ミ
ミ
ミ

“
ミ
o
き
“
o
ミ
ミ
§
ミ
ミ
“
§
善
～
衙
し
－
＆
■
〔
以
下
ト
ミ
ミ
ミ
と
略

す
〕
一
ピ
o
邑
昌
冨
宝
■
勺
、
N
9
渡
辺
善
彦
訳
『
通
貨
主
義
の
研

究
』
一
九
七
八
年
、
勤
草
書
房
、
八
九
－
九
〇
頁
）
。
そ
れ
ゆ
え
、

発
行
額
は
需
要
に
よ
っ
て
制
隈
さ
れ
る
。
「
銀
行
券
の
流
通
は
そ

れ
ら
に
対
す
る
掴
保
と
し
て
提
供
す
べ
き
有
価
物
ま
た
は
証
券
を

有
す
る
人
々
の
欲
求
如
何
に
よ
っ
て
常
に
確
然
と
制
限
さ
れ
ざ
る

を
得
ぬ
」
（
』
・
勺
昌
胃
↑
昌
・
冬
・
ミ
ニ
や
g
・
訳
八
五
頁
）
。
つ

ま
り
、
銀
行
は
、
通
貨
需
要
と
無
関
係
に
信
用
通
貨
を
供
給
し
通

貨
流
通
量
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
地
方
銀
行
も
イ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ラ
ン
ド
銀
行
も
－
流
通
銀
行
券
を
自
ら
の
カ
で
直
接
に
増
や
す
こ

と
は
で
き
な
い
L
（
ド
H
O
O
｝
9
H
ミ
ミ
ミ
ニ
勺
・
＄
・
訳
八
四
－
五

頁
）
。

　
金
準
備
は
貸
出
能
カ
の
上
隈
を
設
定
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
範

囲
内
で
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
通
貨
が
供
給
さ
れ
る
か
は
民
間
の
需

要
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
民
間
の
通
貨
需
要
は
、
取
引
上
必
要
と
な

る
通
貨
に
対
す
る
需
要
で
あ
る
か
ら
、
通
貨
供
給
の
受
動
性
ル
ー

ル
は
次
の
よ
う
に
も
表
現
さ
れ
る
。
「
発
券
高
を
ぱ
か
か
る
商
取

引
な
ら
び
に
消
費
の
範
囲
が
規
定
す
る
限
度
以
上
に
増
大
さ
せ
よ

う
と
し
て
も
、
余
分
の
紙
券
は
直
ち
に
間
違
い
な
く
彼
ら
〔
銀
行

行
者
－
引
用
者
〕
の
手
中
へ
遼
流
す
る
か
ら
そ
れ
は
不
可
能
で

あ
る
」
　
（
－
｝
昌
胃
8
貝
S
、
ミ
ニ
や
O
．
9
訳
一
〇
八
頁
）
。
す

な
わ
ち
「
流
通
貨
幣
－
銀
行
券
と
金
－
の
量
に
影
響
す
る
も
の
は
、

た
だ
取
引
そ
の
も
の
の
要
求
だ
け
で
あ
る
」
（
氏
s
盲
ミ
H
月
ω
・

軍
H
）
。

　
ま
た
、
銀
行
券
の
発
行
が
企
業
の
需
要
を
受
け
て
行
な
わ
れ
る

の
で
、
銀
行
券
の
還
流
も
企
業
の
倒
産
を
別
と
す
れ
ぱ
必
ず
保
証

さ
れ
る
。
主
要
な
需
要
者
で
あ
る
資
本
家
は
、
将
来
商
品
の
販
売

を
予
定
し
て
信
用
を
受
け
る
の
で
あ
り
、
貸
り
受
け
た
貨
幣
は
σ

－
w
－
α
の
運
動
に
投
ぜ
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
最
初
の
貨
幣
は

利
潤
と
共
に
資
本
家
の
も
と
に
還
流
し
、
さ
ら
に
返
済
に
よ
っ
て
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銀
行
へ
の
還
流
も
完
了
す
る
。
ま
た
、
銀
行
よ
り
供
給
さ
れ
る
通

貨
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
返
済
以
外
に
、
預
金
と
い
う
還
流

ル
ー
ト
を
持
つ
。
し
か
し
、
こ
の
預
金
に
よ
る
遼
流
に
つ
い
て
も
、

返
済
に
よ
る
還
流
の
場
合
と
同
様
、
還
流
の
基
礎
は
通
貨
供
給
の

受
動
性
ル
ー
ル
に
あ
る
。
通
貨
が
需
要
に
基
づ
い
て
供
給
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
当
面
必
要
と
さ
れ
な
い
通
貨

は
預
金
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
金
銀
鋳
貨
流
通
下
、
取
引

上
必
要
と
さ
れ
な
い
貨
幣
は
、
蓄
蔵
貨
幣
へ
転
化
し
た
が
、
預
金

は
そ
の
蓄
蔵
貨
幣
と
同
じ
機
能
を
果
す
。
通
貨
供
給
の
受
動
性
ル

ー
ル
が
、
返
済
に
よ
る
遼
流
を
可
能
と
し
、
預
金
に
よ
る
遠
流
を

不
可
避
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
受
動
性
ル
ー
ル
は
す
で
に
前
提
と

し
て
還
流
性
ル
ー
ル
を
含
む
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
免
換
性
格
と
は
別
に
、
信
用
貨
幣
を
代

表
す
る
免
換
銀
行
券
を
、
不
換
政
府
紙
幣
か
ら
本
質
的
に
区
別
す

る
特
徴
と
し
て
、
そ
の
発
行
、
運
動
上
の
受
動
性
ル
ー
ル
・
還
流

性
ル
ー
ル
を
摘
出
し
た
が
、
実
は
、
こ
の
受
助
性
．
遼
流
性
ル
ー

ル
が
、
受
動
性
法
則
、
つ
ま
り
信
用
に
基
づ
く
通
貨
供
給
の
物
価

に
対
す
る
受
動
性
を
実
現
す
る
。
つ
ま
り
、
通
貨
供
給
が
当
該
ル

ー
ル
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
隈
り
、
通
貨
の
回
転
速
度
所
与
の
下
、

あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
た
価
格
総
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
流
通

必
要
貨
幣
量
に
応
じ
た
通
貨
供
給
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
価

楕
は
、
基
準
価
格
と
し
て
の
価
値
価
格
な
い
し
生
産
価
格
で
あ
っ

て
も
、
基
準
価
格
か
ら
背
離
し
た
市
場
価
樒
で
あ
ウ
て
も
か
ま
わ

な
い
。
例
え
ば
、
第
－
都
門
（
生
産
財
部
門
）
、
第
n
部
門
（
消

費
財
部
門
）
の
総
生
産
物
価
楕
が
、

　
　
－
　
壮
o
o
o
o
＋
H
o
o
o
く
十
H
o
o
o
昌
1
ー
ひ
o
o
o

　
　
自
　
N
o
o
o
o
＋
、
㎞
o
く
十
N
蜆
o
旨
n
讐
o
o

と
な
っ
た
と
す
る
。
議
論
単
純
化
の
た
め
単
純
再
生
産
を
想
定
し

通
貨
の
回
転
速
度
を
年
二
回
と
す
れ
ば
、
四
〇
〇
〇
（
1
c
）
の
流

通
媒
介
に
通
貨
二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
〇
（
1
v
＋
㎞
）
と
二
〇
〇
〇

（
肌
）
の
両
部
門
間
の
交
換
媒
介
に
通
貨
二
〇
〇
〇
、
一
五
〇
〇

（
耐
十
山
）
の
内
部
転
態
の
媒
介
に
通
貨
七
五
〇
、
計
四
七
五
〇

の
流
通
手
段
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
通
貨
四
七
五
〇
が
商
品
価
格

総
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
流
通
に
必
要
な
通
貨
量
で
あ
る
。

　
こ
の
流
通
必
要
貨
幣
量
四
七
五
〇
は
、
詰
る
と
こ
ろ
、
企
業
が

取
引
上
必
要
と
す
る
通
貨
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
流
通
に
必
要
な
通

貨
四
七
五
〇
は
、
取
引
上
必
要
な
通
貨
と
し
て
、
銀
行
信
用
を
考

慮
に
入
れ
た
ヨ
リ
具
体
的
次
元
に
お
い
て
銀
行
券
に
対
す
る
需
要

を
形
成
す
る
。
反
対
に
、
資
本
の
循
環
運
動
か
ら
発
生
し
て
、
銀

行
券
の
供
給
を
要
請
し
規
定
す
る
通
貨
需
要
は
、
そ
の
内
容
を
つ
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き
つ
め
れ
ば
、
結
局
、
単
純
商
品
流
通
の
論
理
次
元
で
規
定
さ
れ

た
流
通
必
要
貨
幣
に
帰
着
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
通
貨
は
、
取
引
の

媒
介
手
段
と
い
う
規
定
に
お
い
て
は
、
資
本
の
転
態
を
媒
介
し
よ

う
と
所
得
支
出
を
媒
介
し
よ
う
と
、
い
ず
れ
に
せ
よ
豚
－
θ
－
w

と
い
う
商
品
変
態
を
媒
介
す
る
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
か
ら

で
あ
る
。
「
こ
の
よ
う
な
機
能
〔
流
通
手
段
機
能
－
引
用
者
〕
を

す
る
貨
幣
が
支
払
者
ま
た
は
受
領
者
に
と
っ
て
資
本
を
表
わ
し
て

い
る
か
収
入
を
表
わ
し
て
い
る
か
は
、
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い

の
で
あ
り
、
少
し
も
事
柄
を
変
え
な
い
の
で
あ
る
。
流
通
す
る
貨

幣
の
量
は
簡
単
に
購
買
・
支
払
手
段
と
し
て
の
そ
の
機
能
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
規
定
さ
れ
る
」
（
宍
冬
ぎ
“
H
月
ω
。
阜
S
）
。
政
府
不
換
紙
幣
と

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

信
用
貨
幣
と
の
区
別
、
そ
し
て
物
価
と
通
貨
の
関
係
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

価
格
を
実
現
す
る
流
通
手
段
と
し
て
の
貨
幣
が
間
題
な
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

従
っ
て
銀
行
信
用
に
対
す
る
需
要
を
流
通
手
段
に
対
す
る
需
要
と

い
う
側
面
か
ら
考
察
す
る
隈
り
、
銀
行
券
供
給
を
規
定
す
る
通
貨

需
要
は
、
w
－
θ
I
w
の
媒
介
物
と
し
て
の
貨
幣
に
対
す
る
需
要

に
よ
っ
て
の
み
説
明
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
通
貨
供
給
の
受
動
性
ル
ー
ル
を
前
提
と
す
れ
ぱ
、

回
転
遠
度
二
回
の
下
で
商
品
価
格
総
額
九
五
〇
〇
に
規
定
さ
れ
た

流
通
に
必
要
な
通
貨
四
七
五
〇
が
、
企
業
側
か
ら
の
需
要
を
受
け

る
形
で
取
引
上
必
要
な
通
貨
と
し
て
、
通
貨
供
給
を
一
手
に
受
け

も
つ
銀
行
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
受
動
性
ル
ー
ル
に
従
っ
て
銀

行
信
用
が
な
さ
れ
る
隈
り
、
価
格
総
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
流

通
必
要
通
貨
量
と
信
用
通
貨
供
給
量
と
は
必
ず
一
致
し
、
そ
し
て

取
引
上
需
要
さ
れ
な
い
、
つ
ま
り
流
通
に
必
要
と
さ
れ
な
い
通
貨

は
返
済
あ
る
い
は
預
金
と
い
う
形
で
銀
行
に
還
流
す
る
。
か
く
し

て
、
信
用
通
貨
の
供
給
は
、
個
格
総
額
、
物
価
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
、
受
動
性
法
則
が
実
現
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
銀
行
券
供
給
の

量
が
物
価
水
準
を
決
め
る
と
す
る
数
量
説
は
否
定
さ
れ
る
。

　
銀
行
券
の
発
行
、
流
通
上
の
特
徴
と
し
て
受
動
性
、
還
流
性
を

強
張
す
る
ト
ゥ
i
ク
、
フ
ラ
ー
ト
ン
も
、
物
価
に
対
す
る
銀
行
券

供
給
の
受
動
性
を
説
く
。
ま
ず
第
一
に
、
ト
ゥ
ー
ク
、
フ
ラ
ー
ト

ン
に
あ
っ
て
は
、
銀
行
券
供
給
上
の
受
動
性
、
遼
流
性
は
、
銀
行

券
の
過
剰
発
行
を
防
止
す
る
制
度
的
保
証
を
な
す
。
「
普
通
の
事

態
に
お
い
て
、
銀
行
券
発
行
高
の
過
剰
と
い
う
こ
と
を
不
可
能
な

ら
し
め
る
も
の
は
、
銀
行
券
の
金
免
換
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
銀
行
券
の
還
流
が
規
則
正
し
く
斤
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
因
由
し
て
い
る
」
（
－
司
邑
胃
叶
O
貝
冬
・
ミ
・
｝
・

s
．
訳
八
八
頁
）
。
ト
ゥ
ー
ク
、
フ
ラ
ー
ト
ン
が
言
う
と
こ
ろ
の

「
過
剰
」
と
は
、
流
通
必
要
金
量
を
上
回
る
と
い
う
意
味
で
は
な
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く
、
物
価
と
通
貨
の
関
係
に
お
い
て
物
価
に
能
動
的
に
作
用
す
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
通
貨
供
給
上
、
受
動
性
、
■
還
流
性
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
て
い
る
隈
り
、
通
貨
供
給
そ
れ
自
体
の
結
果
と
し
て

物
価
騰
貴
を
引
き
起
す
過
剰
発
行
な
る
事
態
は
生
じ
な
い
。
免
換

制
下
に
お
い
て
も
今
日
同
様
、
銀
行
間
の
貸
出
し
競
争
、
従
っ
て

通
貨
の
供
給
圧
カ
は
絶
え
ず
存
在
し
た
。
「
銀
行
券
の
発
行
者
に

と
っ
て
は
、
そ
の
発
行
す
る
紙
券
を
社
会
が
受
け
取
っ
て
く
れ
る

限
り
、
出
来
る
だ
け
沢
山
こ
れ
を
発
行
す
る
こ
と
が
常
に
彼
の
利

潤
で
あ
り
ま
た
希
望
す
る
と
こ
ろ
に
相
違
な
い
：
・
。
…
何
れ
に
せ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

よ
彼
ら
自
身
の
発
券
高
を
ぱ
可
能
な
隈
り
多
く
維
持
す
る
こ
と
は
、

銀
行
業
者
の
一
貫
し
た
商
賂
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
（
き
ミ
一

電
二
い
ー
午
訳
一
〇
六
頁
）
。
こ
う
し
た
銀
行
の
絶
え
ざ
る
通
貨

供
給
の
拡
大
要
求
の
下
で
は
、
仮
に
通
貨
学
派
が
説
く
よ
う
に
銀

行
が
通
貨
供
給
を
勝
手
に
増
減
し
う
る
と
す
れ
ぱ
、
「
言
う
と
こ

ろ
の
銀
行
券
の
過
剰
発
行
な
る
も
の
は
明
ら
か
に
恒
常
現
象
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
き
ミ
・
｝
O
。
ω
・
訳
一
〇
五
頁
）
。
し
か
し
、
銀

行
間
の
競
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
貨
の
過
剰
供
給
は
防
止
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
通
貨
供
給
が
銀
行
の
任
意
で
は
な
く
、
民
間
の
通

貨
需
要
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
、
従
っ
て
遼
流
が
規
則
正
し
く
な

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
か
症
出

　
過
剰
通
貨
防
止
の
要
は
、
免
換
性
で
は
な
く
受
動
性
、
遼
流
性

に
あ
る
。
例
え
ぱ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
一
七
九
七
年
か
ら
一

八
二
一
年
に
か
け
て
、
銀
行
制
限
条
例
（
H
ま
日
彗
庁
射
黎
巨
o
．

ま
目
＞
g
）
に
よ
り
免
換
が
停
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
過
剰
発
行
↓
物
価
騰
貴
と
い
う
事
態
は
免
れ
た
。
当
時
の

物
価
上
昇
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
景
気
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
従

っ
て
物
価
は
一
八
一
四
年
を
頂
点
に
す
み
や
か
に
も
と
の
水
準
へ

　
　
　
　
　
＾
7
）

収
束
し
て
い
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
停
止
下
に
あ
っ
て
も
受
動
性
、

還
流
性
ル
ー
ル
は
守
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
正
貨
支
払
停
止
と

い
う
不
吉
な
試
み
が
、
ミ
シ
シ
ヅ
ビ
ー
紙
幣
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
ア
ヅ
シ
ニ
ャ
紙
幣
・
：
等
々
の
発
行
が
惹
き
起
し
た
よ
う
な
恐
る

ぺ
き
結
果
を
伴
は
な
か
っ
た
な
ら
ぱ
、
そ
の
原
因
は
、
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

不
換
紙
幣
が
政
府
の
諸
払
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
銀
行
の
貸
付
金

と
し
て
払
出
さ
れ
た
こ
と
：
・
〔
従
っ
て
1
引
用
者
〕
こ
れ
ら
の
資

金
が
も
と
の
金
庫
に
確
実
に
遼
流
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
よ
う
な
障

害
が
決
し
て
起
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
…
に
存
す
る
」
（
き
ミ
・

毛
、
胃
1
§
訳
四
二
頁
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
受
動
性
、
遼
流
性
を
欠

く
場
合
に
は
、
容
易
に
過
剰
発
行
に
結
ぴ
つ
き
そ
の
こ
と
故
に
物

価
騰
貴
が
生
じ
る
。
政
府
紙
幣
は
「
発
行
者
に
も
ど
っ
て
く
る
こ

と
は
な
い
か
ら
あ
た
ら
し
い
需
要
の
源
泉
と
な
り
、
流
通
の
す
み
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ず
み
ま
で
も
押
し
こ
ま
れ
、
し
み
こ
ん
で
ゆ
く
に
ち
が
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
：
・
新
規
の
発
行
が
あ
る
た
び
，
こ
と
に
、
た
ち
ま
ち
物

価
と
賃
銀
が
つ
づ
い
て
騰
貴
し
、
為
替
相
場
が
下
落
す
る
」
（
H
・

H
o
鼻
9
－
ミ
ミ
§
、
や
S
l
N
9
訳
八
八
－
九
頁
）
。

　
そ
れ
で
は
、
何
故
、
受
動
性
、
遼
流
性
ル
ー
ル
に
従
え
ぱ
過
剰

発
行
は
不
可
能
と
な
る
の
か
。
ま
さ
に
、
当
該
ル
ー
ル
が
物
価
に

対
す
る
通
貨
供
給
の
受
動
性
を
体
現
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
正
常
で
穏
当
な
期
間
を
持
つ
優
良
な
商
業
手
疹
の
割
引
は
…
物

価
や
信
用
を
撹
乱
す
る
と
い
う
結
果
を
と
も
な
う
ご
と
は
な
い
で

あ
ろ
う
」
（
■
↓
8
ぎ
一
串
這
O
§
や
岩
N
・
訳
二
ニ
ハ
頁
）
。
「
通

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

貨
に
対
す
る
需
要
が
よ
り
多
く
な
る
も
或
は
よ
り
少
な
く
な
る
も

す
べ
て
物
価
次
第
で
あ
る
。
…
銀
行
業
者
と
い
う
も
の
は
、
事
業

上
こ
の
点
に
つ
い
て
大
方
受
動
的
で
あ
り
、
発
券
高
を
左
右
す
る

も
の
も
彼
ら
自
身
で
ぱ
な
く
実
に
物
価
の
状
態
如
何
な
の
で
あ

る
」
（
』
．
句
昌
胃
ε
貝
忌
、
ミ
ニ
勺
．
－
8
、
訳
二
二
五
頁
）
。
す
な

わ
ち
、
通
貨
量
の
変
動
は
物
価
変
動
の
結
果
で
あ
り
そ
の
原
因
で

は
な
い
。
「
価
格
変
動
を
伴
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
銀
行
券
流
通

高
の
伸
縮
も
、
実
は
か
か
る
変
動
の
原
因
で
は
な
く
て
そ
の
結
果

．
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
銀
行
券
流
通
高
の
伸
縮
は
物
価
の
変

動
に
先
行
す
る
も
の
で
は
な
く
反
対
に
前
者
は
後
者
に
随
行
す
る

も
の
で
あ
る
L
（
き
ミ
一
や
一
昌
．
訳
一
二
六
頁
）
。
こ
う
し
た
受

動
性
法
則
の
成
立
と
過
剰
発
行
の
不
成
立
は
、
同
じ
コ
イ
ン
の
襲

表
を
な
す
が
、
基
礎
は
前
者
に
あ
り
、
通
貨
供
給
が
物
価
に
対
し

て
受
動
的
で
あ
る
が
故
に
、
通
貨
供
給
が
物
価
に
能
動
的
作
用
を

及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
通
貨
供
給
を
規
定
す
る
の
は
通

貨
需
要
で
あ
る
が
、
そ
の
需
要
の
中
味
は
、
価
格
総
額
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
た
流
通
手
段
セ
あ
り
、
従
っ
て
受
動
性
ル
ー
ル
の
下
で

は
通
貨
供
給
量
は
価
格
総
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

受
動
性
、
還
流
性
ル
ー
ル
は
、
こ
う
し
た
通
貨
供
給
の
受
動
性
法

則
を
実
現
し
、
従
っ
て
過
剰
発
行
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
と

し
て
「
国
内
通
貨
の
偉
大
な
る
調
節
原
理
」
（
さ
ミ
・
や
雷
・
訳

八
八
頁
）
を
な
す
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
銀
行
信
用
を
加
え
た
次
元
に
お
。
い
て
、

通
貨
供
給
の
決
定
に
か
か
わ
る
受
動
性
法
則
が
い
か
に
し
て
実
現

さ
れ
る
の
か
を
追
求
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
通
貨
供
給
の
受
動
性
、

遼
流
性
ル
ー
ル
を
別
扶
し
た
。
免
換
は
受
動
性
法
則
成
立
の
条
件

で
は
な
く
、
そ
の
法
則
を
一
必
要
条
件
と
し
て
成
立
す
る
に
す
ぎ

な
い
。
銀
行
が
通
貨
供
給
を
一
手
に
引
き
受
け
る
と
い
う
想
定
の

下
で
は
、
受
動
性
法
則
は
、
通
貨
供
給
の
受
動
性
、
還
流
性
と
し

て
現
実
化
さ
れ
、
そ
し
て
受
動
性
法
則
下
で
は
、
実
体
経
済
の
運
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動
そ
れ
自
体
に
起
因
す
る
物
価
変
跡
に
随
伴
し
て
通
貨
量
が
決
定

さ
れ
、
過
剰
供
給
す
な
わ
ち
、
通
貨
の
過
剰
な
供
給
の
結
果
と
し

て
物
価
が
騰
貴
す
る
と
い
う
事
態
は
起
り
え
な
い
。
受
動
性
法
則
、

受
動
性
・
還
流
性
ル
ー
ル
、
過
剰
通
貨
発
行
の
不
成
立
は
、
三
位

一
体
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
］
）
・
匡
自
目
9
婁
臼
ミ
卓
ミ
ミ
ミ
一
、
o
ミ
｝
§
卜
§
軋
ト
き
§
ミ
一

　
　
く
0
F
H
二
昌
b
・
隻
§
｝
、
ぎ
｝
8
s
ミ
o
ミ
き
喜
3
＆
一
σ
｝
一
声

　
　
Ω
篶
昌
竃
o
H
・
｝
・
9
畠
9
く
o
－
．
ぎ
乞
薯
．
勺
．
u
s
．
小
松
茂
夫

　
　
訳
『
市
民
の
国
に
つ
い
て
』
㈲
一
九
八
二
年
、
岩
波
文
庫
、
五
一
買
。

　
（
2
）
　
通
貨
挙
派
の
代
表
的
論
者
は
、
L
・
オ
ー
パ
ー
ス
ト
ー
ン
、

　
　
s
・
J
・
ロ
イ
ド
、
R
・
ト
レ
ン
ズ
で
あ
る
。
通
貨
主
義
は
、
D
・

　
　
ヒ
ュ
ー
ム
、
D
・
リ
カ
ー
ド
の
貨
幣
数
最
説
に
依
拠
し
、
文
本
中
で

　
　
指
摘
す
る
も
の
以
外
に
次
の
よ
う
な
主
張
を
持
つ
。
H
銀
行
券
発
行

　
　
の
規
制
に
よ
り
国
内
の
通
貨
量
を
制
御
し
う
る
、
⇔
外
国
へ
の
金
流

　
　
出
は
、
即
国
内
通
貨
の
滅
少
と
な
り
、
外
国
か
ら
の
金
流
入
は
、
即

　
　
国
内
通
貨
の
増
大
と
な
る
。
H
の
主
張
は
、
受
動
性
法
則
の
否
定
、

　
　
銀
行
券
と
政
府
紙
幣
と
の
同
一
視
か
ら
、
o
の
主
張
は
、
貨
幣
を
す

　
　
ぺ
て
流
通
手
段
と
見
な
し
貨
幣
の
蓄
蔵
機
能
を
見
な
い
こ
と
か
ら
生

　
　
ず
る
。

（
3
）
』
・
ω
雪
算
一
き
ぎ
言
ミ
ミ
ニ
ぎ
専
ぎ
量
塞
県
き
“
哺
－

　
　
§
ミ
9
8
§
ミ
ニ
自
身
o
く
o
－
孕
■
o
邑
昌
く
＄
．
や
さ
9
（
き
－
．

　
　
H
）
一
勺
や
H
s
－
ζ
o
（
き
－
．
■
）
参
照
。
．

（
4
）
字
』
1
ω
豪
邑
冨
一
、
卑
一
募
昌
勺
ま
鶉
彗
β
昏
蜆
ぎ
婁

　
9
〇
一
9
旨
苔
－
轟
8
一
：
掌
雨
ぎ
ミ
§
県
単
§
o
§
o
ω
ミ
這
ぎ
一

　
く
〇
一
・
＜
一
H
8
ど
H
〇
一
ω
毛
せ
o
目
o
■
芹
－
勺
－
畠
p
勺
．
N
含
．

（
5
）
　
「
物
価
に
お
よ
ぽ
す
作
用
の
性
質
－
に
か
ん
し
て
は
、
免
換
券

　
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
作
用
と
不
換
券
〔
政
府
紙
幣
－
引
用
者
〕
に

　
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
そ
れ
と
の
あ
い
だ
に
違
い
は
考
え
ら
れ
な
い
」

　
（
■
・
H
o
昌
o
畠
一
』
ミ
↑
ミ
ミ
ミ
ぎ
、
o
§
雨
、
§
o
、
§
“
§
ミ
ぎ
宇
脚

　
9
■
旨
o
昌
畠
宝
－
や
ミ
ー
句
H
o
昌
H
l
弓
8
ぎ
一
串
ミ
o
ミ
一
や
易
N
．

　
訳
一
九
九
貢
）
。
こ
の
よ
う
に
、
犬
佐
は
好
況
的
物
価
騰
貴
と
景
気

　
循
環
を
賀
い
て
進
行
す
る
下
方
硬
直
的
物
価
騰
貴
と
を
同
一
視
す
る
。

（
6
）
ω
・
峯
・
O
ξ
ら
§
ミ
ぎ
o
詩
§
喜
§
§
ミ
ミ
§
ミ
§
秦

　
§
軸
－
竃
§
県
、
§
§
涼
き
ミ
≧
o
、
葛
ざ
s
由
ぎ
曳
雨
済
婁
軌
ミ
b
o
曇
一

　
H
O
O
宝
一
や
ω
O
O
。
司
冒
目
H
。
↓
O
O
〆
〇
一
匡
尉
8
『
さ
や
ζ
O
O
、
訳
一
九
五

　
頁
。

（
7
）
　
』
．
ω
亭
昌
豪
甲
意
．
§
二
H
纈
巨
窪
い
一
甲
N
竃
．

　
　
　
三
　
通
貨
供
給
の
受
動
性
と
還
流
性
目

　
　
　
　
　
　
－
不
換
制
の
場
合
－

　
前
節
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
単
純
流
通
次
元
で
定
立
さ
れ

た
受
動
性
法
則
は
、
銀
行
信
用
を
加
え
た
次
元
で
は
受
動
性
、
還

流
性
ル
ー
ル
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
本
節
に

お
い
て
は
、
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
、
不
換
制
下
に
お
い
て
も
通

貨
供
給
の
受
動
性
、
遼
流
性
ル
ー
ル
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
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表2資金形態別産業資金供給（増減）およぴ産業設備資金

　　新規供給状況（カヅコ内）

~
f
 

i~S~ ~~:~{~~ ti~ 
~
t
l
 l~~~~ l

 
1 97 7 

lOO 7. l 4. 5 88. 4
 

75. 2
 

2. 8 ll. l
 (lOO) (3, 7) (8. l) (88. 

3
)
 

(69. 
8
)
 

(6. 2) (15. 
9
)
 

1978 
100 8. o 5. 2 86. 7

 
73. o

 
-o. 2 ll. 8

 (100) (3, 7) (9. 2) (87. 
o
)
 

(68. 
5
)
 

(5. o) (16. 
2
)
 

1979 
100 8. 5 5. 7 85 . 8

 
69. 3

 
3, 5 13. 4

 (100) (4. o) (8. l) (87. 
8
)
 

(68. 
8
)
 

(5. 5) (16. 
3
)
 

1 980 
lOO 7. 4 2. 9 89. 7

 
77. o

 
5. 4 lO. 3

 (100) (3. 9) (5. 8) (90. 
3
)
 

(72. 
8
)
 

(6. 7) (14. 9) 

19S1 
100 9. l 4. 5) 86. 4

 
72. 8

 
2. 6 10. 8

 (lOO) (5. 6) (7. o) (87. 
4
)
 

(68. 
9
)
 

(5. 5) (15. 
5
)
 

（資料〕 日銀「経済統計年報」（1982年版）

示
し
、
不
換
制
下
に
お
け
る
受
動
性
法
則
の
貫
徽
を
論
証
す
る
。

　
第
一
に
、
還
流
性
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
先
に
わ
れ
わ
れ
は
、

政
府
紙
幣
の
場
合
と
異
な
り
銀
行
券
の
発
行
は
、
貸
付
、
割
引
を

通
じ
て
行
な
わ
れ
る
と
述
べ
た
が
、
今
日
の
不
換
制
下
に
お
い
て

も
、
対
畏
間
信
用
が
銀
行
券
で
な
さ
れ
る
に
せ
よ
帳
簿
上
の
預
金

設
定
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
に
せ
よ
、
通
貨
供
給
が
貸
付
、
割
引
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
今
日
、
一
般
に
、
銀
行

か
ら
企
業
へ
の
資
金
供
給
は
、
手
形
割
引
、
貸
付
、
有
価
証
券
購

入
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
で

手
形
割
引
と
貸
付
が
主
要
な
位
置
を
占
め
る
（
表
2
参
照
）
。
な

お
、
手
形
割
引
と
貸
付
の
比
率
は
、
昭
和
三
〇
年
代
で
は
一
対
二

で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
一
対
三
と
貸
付
の
比
重
が
高
ま
る
傾
向

に
あ
る
（
表
3
参
照
）
。

　
手
形
割
引
に
よ
る
通
貨
供
給
が
通
貨
の
銀
行
へ
の
遼
流
を
前
提

す
る
こ
と
も
免
換
制
下
の
場
合
と
変
り
な
い
。
返
済
義
務
を
負
う

企
業
が
代
金
を
支
払
わ
ず
手
形
が
不
渡
と
な
れ
ぱ
、
そ
の
企
業
は

銀
行
取
引
停
止
処
分
を
受
け
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
る
た
め
、
倒
産

企
業
へ
の
信
用
供
給
以
外
は
、
通
貨
は
必
ず
銀
行
へ
還
流
す
る
。

実
際
、
戦
後
、
〔
不
渡
手
形
枚
数
／
手
形
交
換
総
数
〕
は
多
い
年

で
一
％
、
金
額
比
で
は
一
％
に
も
満
た
な
い
（
日
銀
「
手
形
交
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表3金国銀行主要資産・負債内訳
（億，％〕

~
:
~
 

~~ 
~
:
 

{~~ 

~~~~ ~E~ 
A~ ~f(~i~~i~-

~:{~~~~ ~ C)' 

~I{~i: 
~1J~l~P~~ j;~ft~~ 

~
~
:
 

~~ 

J~!~;~{~: 
~LI~~ ~i~~~ 

1960 
15, 243 1, 536 11, 255 2, 310 26, 568 55, 258 88, 722 129, 480 

(ll. 
8
)
 

(1. 2) (8. 7) (1. 8) (20. 5) (42. 7) (68. 
5
)
 

1965 
39, 621 3, 439 28, 558 6, 122 59, 064 133, 114 206, 531 313, 249 

(12. 
6
)
 

(1. l) (9. l) (2. o) (18. 9) (42. 5) (65. 9) 

1970 
71, 474 14, 065 41, 019 14, 786 117, 171 277, 621 413, 088 631, 661 

(11. 
3
)
 

(2. 2) (6. s) (2. 3) (18. 5) (44. o) (65. 
4
)
 

1975 
180, 457 63, 524 70, S41 33, 529 187, 748 699, 923 929, 213 l, 444, 280 
(12. 

5
)
 

(4. 4) (4. 9) (2. 3) (13. O) (48. 5) (64. 3) 

1980 
398, 005 211, 959 99, 778 65, 954 269, 111 1, 095, 635 l, S29, 783 2, 308, 461 
(17. 

2
)
 

(9. 2) (4. 3) (28. 6) (11. 7) (47. 5) (66. 
3
)
 

（贋料） 目銀「経済統計年報」（1982年版〕

換
」
『
経
済
統
計
年
報
』
一
九
八
二
年
版
）
。
他
方
の
貸
付
に
は
、

手
形
貸
付
、
証
書
貸
付
、
当
座
貸
越
の
三
種
あ
り
、
手
形
貸
付
は

通
常
九
〇
日
以
内
、
証
書
貸
付
は
そ
れ
よ
り
長
期
の
貸
付
で
あ
る

が
、
貸
付
ら
れ
た
通
貨
は
期
間
後
に
は
返
済
さ
れ
、
遼
流
す
る
。

企
業
貸
付
の
累
増
は
、
こ
の
貸
付
↓
還
流
運
動
の
螺
旋
的
増
大
過

程
に
す
ぎ
な
い
。
当
座
貸
越
は
、
企
業
の
当
座
預
金
の
出
し
入
れ

に
伴
う
一
時
的
な
預
金
不
足
を
補
う
信
用
形
態
で
あ
り
、
不
足

分
1
－
貸
出
分
は
預
金
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
ほ
ど
な
く
返
済
さ
れ
る
。

ま
た
、
銀
行
側
は
、
資
金
の
返
済
、
通
貨
遼
流
の
可
能
性
を
慎
重

に
考
慮
し
た
う
え
で
の
み
貸
出
を
行
な
う
。
と
い
う
の
は
、
貸
出

資
金
の
返
済
、
通
貨
の
還
流
は
銀
行
資
本
の
存
続
上
不
可
欠
の
条

件
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
総
資
産
に
対
す
る
貸
出
金
（
手
形

割
引
十
貸
付
金
）
運
用
額
の
比
率
は
、
六
〇
％
に
達
す
る
が
、
他

方
銀
行
資
金
の
九
〇
％
以
上
が
そ
れ
自
身
返
済
義
務
を
伴
う
預
金
、

債
券
、
借
用
金
、
コ
ー
ル
マ
ネ
ー
等
に
依
拠
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
（
表
3
参
照
）
。

　
第
二
に
、
通
常
、
銀
行
の
対
民
間
信
用
が
企
業
の
需
要
に
対
し

受
動
的
で
あ
る
点
に
つ
い
て
も
免
換
制
下
の
場
合
と
変
り
な
い
。

銀
行
資
金
に
い
く
ら
余
裕
が
あ
っ
て
も
企
業
側
か
ら
の
貸
出
需
要

が
な
け
れ
ぱ
、
銀
行
は
信
用
を
供
給
し
え
な
い
。
篠
原
三
代
平
教
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（
↓

授
は
、
か
つ
て
企
業
に
対
す
る
銀
行
融
資
が
循
環
的
波
動
を
描
く

中
で
、
中
小
企
葉
向
融
資
循
環
は
山
、
谷
共
に
大
企
業
向
融
資
循

環
に
先
向
す
る
と
い
う
事
実
を
摘
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
事
実
は
信

用
の
需
要
に
対
す
る
受
動
性
を
的
確
に
示
す
。
第
一
に
、
中
小
企

業
向
融
費
循
環
の
山
の
先
行
性
、
逆
に
大
企
業
向
の
山
の
遅
行
性

は
、
銀
行
の
融
資
姿
勢
が
大
企
業
に
対
し
て
優
遇
性
を
持
つ
こ
と

を
示
す
。
景
気
過
熱
化
に
対
す
る
政
策
的
金
融
引
締
め
の
し
わ
よ

せ
は
ま
ず
最
初
に
中
小
企
業
へ
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、

景
気
の
ボ
ト
ム
か
ら
上
方
へ
の
反
転
期
に
お
け
る
中
小
企
業
向
融

資
の
谷
の
先
行
性
は
、
金
融
緩
和
に
伴
う
融
資
拡
大
が
ま
ず
中
小

企
業
向
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
示
す
。
問
題
は
、
大
企
業
を
得
意
先

と
す
る
銀
行
が
何
故
に
反
転
期
と
は
い
え
中
小
企
業
向
へ
融
質
を

シ
フ
ト
す
る
の
か
で
あ
る
。
銀
行
側
で
は
、
金
融
緩
和
と
同
時
に

余
裕
資
金
の
貸
出
競
争
が
激
化
す
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
大

企
業
を
優
遇
す
る
銀
行
が
中
小
企
業
向
融
資
を
先
に
拡
大
す
る
の

は
、
一
方
の
中
小
企
業
は
金
融
引
締
め
時
に
余
計
に
引
締
め
を
受

け
資
金
不
足
状
態
に
あ
り
、
そ
の
た
め
反
援
的
需
要
が
存
在
す
る
．

の
に
対
し
、
他
方
大
企
業
は
い
ま
だ
過
剰
生
産
、
過
剰
在
庫
調
整

か
ら
ぬ
け
き
れ
ず
、
そ
の
た
め
未
だ
資
金
需
要
そ
の
も
の
が
盛
り

上
が
り
に
欠
け
る
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
と
し
て
は
、
可
能
な
限
り

貸
出
を
拡
大
す
る
こ
と
が
利
潤
増
大
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
が
、

企
業
側
に
そ
の
需
要
が
な
け
れ
ぱ
、
貸
出
は
実
現
し
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
大
企
業
を
最
優
先
に
す
る
銀
行
と
し
て
も
景
気
回
復
当
初

に
お
い
て
は
資
金
需
要
の
弱
い
大
企
業
か
ら
資
金
需
要
の
強
い
中

小
企
業
へ
信
用
供
給
を
一
時
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
融
資
循
環
の
二
重
構
造
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

不
換
制
下
に
お
い
て
も
、
通
貨
供
給
は
、
通
貨
需
要
に
呼
応
す
る

形
で
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
通
貨
供
給
が
再
生
産
運
動
に
基
盤
を
持
つ
通
貨
需
要
に

受
動
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
還
流
ル
ー
ル
は
そ
の
根
拠
を

う
る
。
企
業
が
設
備
投
資
の
た
め
信
用
供
給
を
受
け
る
場
合
、
企

業
は
〃
1
α
に
よ
っ
て
実
現
す
る
利
潤
と
減
価
償
却
費
に
よ
う
て

借
入
金
を
返
済
す
る
。
ま
た
、
運
転
資
金
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

w
－
α
に
よ
る
流
動
不
変
資
本
、
可
変
資
本
の
回
収
を
待
っ
て
返

済
さ
れ
通
貨
の
還
流
が
完
了
す
る
。
こ
の
返
済
は
還
流
の
究
極
的

基
礎
を
な
す
が
、
こ
れ
以
外
に
預
金
に
よ
る
遼
流
ル
ー
ト
が
不
換

制
下
に
お
い
て
も
存
在
す
る
。
返
済
に
よ
る
還
流
を
待
た
な
く
て

も
、
当
座
の
取
引
上
必
要
と
さ
れ
な
い
通
貨
は
流
通
界
か
ら
あ
ふ

れ
で
る
や
否
や
預
金
と
し
て
銀
行
へ
還
流
す
る
。
受
動
性
ル
ー
ル

の
結
果
、
あ
る
い
は
そ
の
反
映
と
し
て
還
流
性
ル
ー
ル
が
成
立
す
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る
の
で
あ
る
。
次
の
事
態
は
、
こ
う
し
た
受
動
性
と
還
流
性
の
絡

み
合
い
の
一
例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
通
貨
融
通
に
対
す
る
需
要
増

大
の
結
果
、
貸
出
が
増
加
す
れ
ぱ
、
銀
行
が
担
保
と
し
て
保
有
す

る
有
価
証
券
は
増
加
す
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
銀
行
券
流
通
高

は
不
変
あ
る
い
は
減
少
し
う
る
。
こ
こ
で
は
預
金
に
よ
る
通
貨
還

流
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
仮
に
、
貨
幣
融
通
が
A
に
対
し
て

な
さ
れ
、
A
が
そ
れ
で
B
に
対
す
る
支
払
を
済
ま
せ
る
と
す
る
。

こ
こ
で
も
し
B
が
そ
の
通
貨
を
返
済
に
あ
て
る
こ
と
な
く
預
金
し

た
場
合
、
銀
行
に
は
A
に
対
す
る
貸
出
が
残
る
一
方
、
預
金
に
よ

る
通
貨
還
流
の
結
果
流
通
銀
行
券
の
数
量
は
以
前
の
ま
ま
に
留
ま

る
。
通
貨
は
取
引
需
要
に
応
じ
て
供
給
さ
れ
る
が
故
に
、
そ
の
必

要
が
な
く
な
れ
ば
A
に
よ
る
返
済
を
待
た
ず
し
て
預
金
に
よ
り
還

流
す
る
。
す
べ
て
受
動
性
ル
ー
ル
の
下
で
生
じ
る
事
柄
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
日
の
不
換
制
不
に
お
い
て
も
銀
行
を
起
点
と

す
る
通
貨
供
給
は
、
需
要
に
対
す
る
受
動
性
、
そ
れ
に
伴
う
還
流

性
に
従
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
免
換
制
下
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

通
貨
供
給
の
仕
方
と
何
ら
変
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ぱ
、

物
価
と
通
貨
の
規
定
関
係
に
お
い
て
、
物
価
に
対
す
る
通
貨
供
給

の
受
動
性
法
則
は
不
換
制
下
に
お
い
て
も
貫
徹
す
る
。
免
換
制
か

ら
不
換
制
へ
の
移
行
は
、
受
動
性
法
則
の
変
更
を
何
ら
伴
わ
な
い
。

受
動
性
法
則
は
、
信
用
貨
幣
流
通
の
次
元
に
お
い
て
、
通
貨
供
給

の
受
動
性
、
遺
流
性
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

両
ル
ー
ル
は
受
動
性
法
則
の
具
体
的
機
能
形
態
を
な
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
不
換
制
下
、
免
換
条
件
が
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
受
動

性
、
還
流
性
ル
ー
ル
が
維
持
さ
れ
て
い
る
隈
り
、
そ
れ
と
一
体
不

可
分
の
関
係
に
あ
る
受
動
性
法
則
も
同
時
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
金
銀
鋳
貨
流
通
の
下
で
、
蓄
蔵
貨
幣
は
、
価
格
変
動
に
随
伴
す

る
流
通
必
要
貨
幣
量
の
絶
え
ざ
る
変
動
を
受
け
と
め
る
プ
ー
ル
機

能
を
果
し
た
。
商
品
価
楮
総
額
が
増
大
し
、
取
引
手
段
と
し
て
の

貨
幣
需
要
が
増
大
す
る
と
、
蓄
蔵
貨
幣
プ
ー
ル
か
ら
追
加
貨
幣
が

新
た
に
供
給
さ
れ
、
逆
に
、
取
引
が
縮
小
し
流
通
手
段
需
要
が
減

少
す
る
と
、
余
分
と
な
っ
た
貨
幣
は
プ
ー
ル
ヘ
流
入
し
蓄
蔵
貨
幣

に
転
化
す
る
。
蓄
蔵
貨
幣
の
こ
う
し
た
プ
ー
ル
機
能
は
、
金
銀
鋳

貨
の
流
通
量
が
受
動
性
法
則
に
従
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
の
必
然

的
鯖
果
で
あ
り
、
受
動
性
法
則
を
光
と
す
れ
ぱ
、
蓄
蔵
貨
幣
の
プ

ー
ル
機
能
は
対
す
る
影
を
な
す
。
本
稿
で
強
調
し
た
受
動
性
、
還

流
性
に
基
づ
く
銀
行
を
起
点
と
す
る
通
貨
の
流
出
入
運
動
は
、
実

は
受
動
性
法
則
の
反
映
と
し
て
の
蓄
蔵
貨
幣
を
プ
ー
ル
と
す
る
金

銀
鋳
貨
の
流
出
入
運
動
の
一
具
体
的
形
態
に
す
ぎ
な
い
。
価
格
総

額
の
増
大
、
従
っ
て
取
引
需
要
の
増
大
に
伴
い
、
貸
出
を
通
じ
て
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銀
行
か
ら
流
通
界
に
造
加
貨
幣
が
投
入
さ
れ
る
（
プ
ー
ル
か
ら
の

流
出
）
。
反
対
に
、
そ
の
貨
幣
が
諸
取
引
の
媒
介
機
能
を
果
し
、

も
は
や
そ
の
必
要
が
な
く
な
れ
ぱ
、
返
済
な
い
し
預
金
と
し
て
銀

行
へ
還
流
す
る
（
プ
ー
ル
ヘ
の
流
入
）
。
信
用
貨
幣
供
給
の
受
動

性
、
還
流
性
は
受
動
性
法
則
の
心
音
な
の
で
あ
る
。

　
不
換
制
下
に
お
け
る
受
動
性
法
則
の
成
立
は
、
同
時
に
数
量
説

命
題
の
全
面
的
否
定
と
な
る
。

（
1
）
　
篠
原
三
代
平
「
融
資
・
在
庫
循
環
に
お
け
る
二
重
構
造
」
『
目

　
本
経
済
の
成
長
と
循
環
』
一
九
六
一
年
、
創
文
社
、
第
九
章
。
尚
、

　
氏
の
分
析
対
象
期
間
は
一
九
五
四
年
－
五
九
年
で
あ
る
。

（
2
）
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
い
と
も
簡
単
に
不
換
銀
行
券
は
そ
の
従
う
諸

　
法
則
上
不
換
国
家
紙
幣
に
等
し
い
と
結
論
す
る
。
「
不
換
銀
行
券
は

　
不
換
国
家
紙
幣
の
諸
法
則
に
従
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
諸
法
則
は
す

　
で
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
第
一
部
第
三
章
第
二
節
C
。
鋳
貨
。
価
値

　
章
標
）
」
（
宍
S
盲
ミ
H
月
ω
ω
．
3
0
1
♂
）
。
確
か
に
、
政
府
紙
幣
と

　
不
換
銀
行
券
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
と
並
存
し
う
る
、
イ
ン
フ
レ

　
を
許
容
し
う
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
性
を
持
つ
。
そ
れ
自
身
確

　
定
し
た
個
値
を
持
た
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
不
換
銀
行
券
は
紙

　
幣
性
を
持
つ
。
し
か
し
、
発
行
、
流
通
上
、
両
者
の
間
に
は
大
き
な

　
相
遺
が
あ
る
。
不
換
銀
行
券
は
、
銀
行
信
用
を
媒
介
と
し
て
発
行
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
れ
流
通
す
る
と
い
う
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
不
換
銀
行
券

　
と
い
え
ど
も
、
そ
の
供
給
は
、
受
動
性
、
還
流
性
ル
ー
ル
に
従
っ
て

な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
免
換
銀
行
券
と
共
通
性
を
持

ち
、
政
府
紙
幣
と
は
裁
然
と
し
た
区
別
が
存
在
す
る
。
次
の
ト
ゥ
ー

ク
の
主
張
も
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
銀
行

制
限
期
間
申
に
お
い
て
も
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
運
営
に
本
来
そ

な
わ
っ
て
い
た
通
貨
の
個
値
の
自
動
的
調
整
の
原
理
」
（
H
．
H
o
鼻
9

串
這
o
ミ
一
や
H
ビ
．
訳
一
四
八
－
九
頁
）
は
保
た
れ
て
い
た
。
そ
れ

ゆ
え
「
銀
行
制
隈
期
中
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
通
貨
流
通
に
つ
い

て
私
が
概
説
し
た
見
解
が
い
く
ぶ
ん
で
も
正
し
い
と
す
れ
ば
、
同
行

の
通
貨
流
通
が
そ
の
原
理
に
お
い
て
も
効
果
に
お
い
て
も
、
お
な
じ

期
間
中
の
回
シ
ア
の
紙
券
と
同
一
で
あ
っ
た
と
す
る
・
：
記
述
に
は
、

い
さ
さ
か
の
根
拠
も
あ
り
得
な
い
。
両
者
が
一
致
し
て
い
る
の
は
不

換
と
い
う
単
一
の
事
実
の
み
で
あ
・
る
」
（
さ
迂
一
や
2
．
訳
一
〇
二

頁
）
。
紙
幣
と
不
換
銀
行
券
と
の
間
の
発
行
・
流
通
上
の
区
別
性
は
・

物
価
と
通
貨
の
規
定
関
係
と
い
う
問
題
に
お
い
て
決
定
的
な
意
味
を

持
つ
の
で
あ
る
。

四
　
結
論
と
展
望

　
貨
幣
の
流
通
速
度
を
所
与
と
す
れ
ぱ
、
流
通
手
段
の
量
は
、
諸

商
品
の
価
格
総
額
つ
ま
り
取
引
総
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
こ

の
通
貨
量
の
決
定
に
か
か
わ
る
受
動
性
法
則
は
、
銀
行
が
通
貨
供

給
を
一
手
に
引
き
受
け
る
と
い
う
想
定
の
下
で
は
、
信
用
供
給
に

か
か
わ
る
受
動
性
ル
ー
ル
と
し
て
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
受
動
性
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ル
ー
ル
は
必
然
的
に
通
貨
の
銀
行
へ
の
還
流
、
つ
ま
り
還
流
ル
ー

ル
を
伴
う
。
こ
の
単
純
商
品
流
通
次
元
で
定
立
さ
れ
た
受
動
性
法

則
の
信
用
貨
幣
流
通
次
元
に
お
け
る
具
体
化
に
際
し
て
免
換
保
証

は
必
要
条
件
を
な
さ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
不
換
制
下
で
あ
っ
て
も
、

銀
行
に
よ
る
通
貨
供
給
が
受
動
性
、
遼
流
性
ル
ー
ル
に
従
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
限
り
、
流
通
通
貨
の
変
動
は
受
動
性
法
則
に
従
う
の

で
あ
る
。

　
受
動
性
法
則
成
立
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
鯖
論
は
次
の
三
点
で
あ

る
。
第
一
に
、
数
量
説
命
題
は
そ
の
成
立
根
拠
を
失
う
。
そ
れ
ゆ

え
、
通
貨
供
給
の
能
動
性
を
べ
ー
ス
に
、
イ
ン
フ
レ
の
根
源
を
通

貨
供
給
側
に
求
め
、
過
剰
な
通
貨
供
給
の
結
果
と
し
て
物
価
上
昇

を
説
く
信
用
イ
ン
フ
レ
説
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
議
論
は
成
立
し
な

い
。

　
第
二
に
、
受
動
性
・
還
流
性
ル
ー
ル
は
即
イ
ン
フ
レ
否
定
で
は

な
い
。
例
え
ぱ
、
長
幸
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
対
民

間
取
引
の
場
合
、
信
用
供
給
は
「
資
金
の
需
要
の
増
大
に
よ
る
も

の
」
で
あ
り
、
「
ま
た
発
行
さ
れ
た
不
換
銀
行
券
が
自
動
的
に
収

縮
す
る
返
済
と
い
う
途
を
も
っ
て
い
る
の
で
こ
の
よ
う
な
ル
i
ト

で
発
行
さ
れ
る
不
換
銀
行
券
は
流
通
必
要
金
量
の
増
減
に
対
し
て

官
動
的
に
調
整
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
－
原
則
的
に
壮
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
な
る
発
行
は
な
い
L
（
「
管
理
通
貨
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
宇
佐
美
他
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
講
座
』
ω
、
一
九
六
三

年
、
有
斐
閣
、
一
一
〇
頁
、
二
一
二
頁
）
。
し
か
し
、
受
動
性
・

還
流
性
ル
ー
ル
は
受
動
性
法
則
の
実
現
形
態
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
当
該
ル
ー
ル
は
、
単
に
通
貨
供
給
が
、
再
生
産
運
動
の
中

で
形
成
さ
れ
る
物
価
に
受
動
し
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
実
体
経
済
そ
れ
自
身
が
も
た
ら
す
物
価
の
イ
ン
フ
レ
体
質
化

を
排
除
し
な
い
。
受
動
性
・
還
流
性
ル
ー
ル
を
も
っ
て
一
九
六
〇

年
代
の
均
衡
財
政
下
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
の
事
実
を
否
定
す
る
こ

　
　
　
　
＾
1
）

と
は
で
き
な
い
。

　
第
三
に
、
受
動
性
法
則
成
立
下
に
お
い
て
は
、
イ
ン
フ
レ
の
根

源
は
通
貨
供
給
側
で
は
な
く
、
物
価
の
決
定
構
造
の
変
容
に
求
め

ざ
る
を
え
な
い
。
物
価
の
イ
ン
フ
レ
化
が
ま
ず
あ
り
、
そ
れ
を
支

え
る
形
で
イ
ン
フ
レ
通
貨
が
供
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
免
換
制
か
ら
不
換
制
へ
の
移
行
は
、
そ
の
背
後
に
産
業

資
本
主
義
か
ら
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
と
い
う
実
体
経
済
側
の
一

大
変
化
を
伴
っ
た
。
国
内
で
免
換
制
を
支
え
た
自
由
競
争
は
、
基

幹
産
業
に
お
い
て
独
占
に
取
っ
て
代
ら
れ
た
。
独
占
部
門
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

生
産
価
格
は
も
は
や
成
立
せ
ず
、
独
占
価
格
が
支
配
す
る
。
独
占

価
格
の
戒
立
は
、
社
会
的
有
効
需
要
の
独
占
部
門
へ
の
強
制
的
シ
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フ
ト
、
独
占
利
潤
と
非
独
占
利
潤
と
へ
の
平
均
利
潤
の
分
化
、
独

占
部
門
で
の
過
剰
蓄
稜
と
非
独
占
都
門
で
の
過
少
蓄
積
を
も
た
ら

し
、
よ
っ
て
生
産
価
格
体
系
を
成
立
さ
せ
た
需
要
配
分
、
利
潤
配

分
、
蓄
稜
構
造
を
崩
壊
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
価
椿
形
成
機
構
の
質

的
改
変
が
何
故
に
イ
ン
フ
レ
パ
イ
ア
ス
を
内
包
す
る
価
椿
体
系
を

生
み
だ
す
に
至
る
の
か
、
こ
れ
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
目
ン
論
の
根
本

　
　
　
　
＾
3
）

間
題
を
な
す
。
そ
し
て
、
再
生
産
構
造
の
独
占
化
に
よ
る
物
価
の

イ
ン
フ
レ
体
質
化
が
言
え
れ
ぱ
、
受
動
性
法
則
化
で
の
過
剰
通
貨

供
給
が
成
立
す
る
。
こ
の
場
合
の
過
剰
通
貨
は
、
当
然
流
通
必
要

金
量
を
上
回
る
と
い
う
意
味
で
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
ト
ゥ
ー
ク
・

フ
ラ
ー
ト
ン
が
言
及
し
た
、
す
で
に
与
え
ら
れ
た
物
価
に
外
か
ら

修
正
作
用
を
及
ぽ
す
と
い
う
意
味
で
の
過
剰
通
貨
で
は
な
い
。
過

剰
通
貨
は
、
新
た
な
物
価
騰
賛
を
引
き
起
こ
す
こ
と
な
く
す
で
に

イ
ン
フ
レ
を
内
包
す
る
物
価
を
追
認
す
る
形
で
供
給
さ
れ
る
の
で

　
＾
4
）

あ
る
。
独
占
価
格
と
イ
ン
フ
レ
と
は
具
体
的
に
い
か
な
る
因
果
関

係
に
あ
る
の
か
、
不
換
制
に
お
い
て
は
イ
ン
フ
レ
を
追
認
す
る
過

剰
通
貨
供
給
が
な
に
ゆ
え
に
可
能
と
な
る
の
か
、
こ
れ
ら
σ
論
証

は
次
稿
以
降
の
課
題
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
飯
田
繁
、
岡
橋
保
、
磯
村
隆
文
諸
氏
は
、
第
一
に
、
対
民
間
信

　
　
用
ル
ー
ト
に
よ
る
不
換
銀
行
券
は
、
需
要
に
対
す
る
受
動
性
な
り
伸

　
縮
性
を
持
つ
の
で
如
何
な
る
場
合
で
も
イ
ン
フ
レ
を
も
た
ら
す
こ
と

　
は
な
い
と
さ
れ
、
第
二
に
、
従
っ
て
赤
字
財
政
を
補
う
対
政
府
信
用

　
に
の
み
イ
ン
フ
レ
原
因
を
求
め
ら
れ
る
〔
飯
困
繁
『
現
代
銀
行
券
の

　
基
礎
理
論
』
（
一
九
六
二
年
、
干
倉
轡
店
、
一
八
六
頁
）
、
『
マ
ル
ク

　
ス
貨
幣
理
論
の
研
究
』
（
一
九
八
二
年
、
新
評
論
、
二
五
六
頁
）
、
岡

　
橋
保
「
貨
幣
流
通
の
諸
法
則
と
銀
行
券
流
通
の
諸
法
則
」
（
『
経
済
学

　
研
究
』
2
4
1
4
、
一
九
五
九
年
三
月
、
四
三
頁
）
、
「
信
周
と
貨
幣
流

　
通
」
（
『
講
座
信
用
理
論
体
系
』
皿
、
一
九
五
六
年
、
有
斐
閣
、
六
九

　
頁
）
、
磯
村
隆
文
「
『
信
用
イ
ン
フ
レ
』
の
理
論
と
現
実
」
（
『
パ
ン
キ

　
ン
グ
』
郷
、
一
九
六
六
年
二
一
月
、
八
六
頁
）
〕
。
し
か
し
、
不
換
券

　
は
物
価
に
対
し
て
受
動
的
で
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
流
通
必
要
金
量
に

　
対
し
て
受
動
的
な
の
で
は
な
い
。

（
2
）
　
独
占
価
楕
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
独
占
価

　
格
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
（
『
土
地
制
度
史
学
』
9
4
、
一
九
八
二
年
一

　
月
）
、
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

（
3
）
　
独
占
価
格
か
ら
イ
ン
フ
レ
の
発
生
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み

　
に
は
す
で
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
阿
部
真
也
「
独
占
個
楕
と
イ
ン
フ

　
レ
ー
シ
目
ン
」
（
『
金
融
経
済
』
〃
、
一
九
六
八
年
一
〇
月
）
、
高
須

　
賀
義
博
『
現
代
日
本
の
物
価
問
題
』
（
改
訂
新
版
、
一
九
七
五
年
、

　
新
評
論
）
、
松
石
勝
彦
『
独
占
資
本
主
義
の
価
稽
理
論
』
（
一
九
七
二

　
年
、
新
評
論
）
。
以
上
の
諸
氏
は
、
い
ず
れ
も
一
国
経
済
を
独
占
都

　
門
と
非
独
占
都
門
に
二
分
し
、
独
占
的
価
楕
つ
り
上
げ
が
他
方
の
非

　
独
占
都
門
の
価
格
上
昇
を
必
然
化
し
、
よ
っ
て
全
部
門
で
の
価
樒
上

　
昇
が
生
ず
る
と
説
く
。
阿
部
氏
は
、
独
占
部
門
で
の
生
産
制
隈
と
参
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入
阻
止
に
基
づ
く
価
楕
つ
り
上
げ
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
非
独
占
部

門
で
の
利
潤
減
少
↓
蓄
積
余
カ
滅
週
↓
供
給
滅
少
↓
価
裕
上
昇
、
と

　
し
て
全
般
的
物
個
上
昇
を
説
く
。
つ
ま
り
、
氏
は
、
独
上
］
部
門
で
の

　
生
産
制
限
に
よ
る
過
少
供
給
、
非
独
占
部
門
で
の
過
少
蓄
稜
に
よ
る

　
過
少
供
給
、
従
っ
て
全
般
的
過
少
供
給
に
よ
る
金
部
門
で
の
需
要
V

　
供
給
ギ
ャ
ソ
プ
か
ら
イ
ン
フ
レ
を
説
明
す
る
。
高
須
賀
氏
の
場
含
、

非
独
占
部
門
で
の
価
格
上
昇
を
過
少
蓄
積
の
結
果
と
し
て
で
は
な
く
、

　
独
占
利
潤
か
ら
の
お
こ
ぼ
れ
高
賃
銀
↓
そ
の
非
独
占
部
門
へ
の
波
及

　
↓
非
独
占
部
門
で
の
コ
ス
ト
ァ
ッ
プ
↓
価
格
上
昇
と
し
て
説
く
点
で

　
阿
部
氏
と
異
な
る
。
松
石
氏
の
場
合
に
は
、
独
占
価
格
形
成
を
過
少

　
供
給
や
参
入
阻
止
要
因
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
部
門
内
の
売
り
手
間

　
競
争
制
限
に
よ
っ
て
説
く
点
で
阿
都
氏
と
異
な
る
。

（
4
）
　
長
幸
夫
、
高
木
暢
哉
、
松
石
勝
彦
諸
氏
は
、
現
代
イ
ン
フ
レ
の

　
根
源
を
実
体
経
済
側
に
求
め
、
従
っ
て
過
剰
な
不
換
通
貨
供
給
は
イ

ン
フ
レ
を
追
認
す
る
形
で
な
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。

「
不
換
制
の
下
で
は
　
管
理
価
格
体
系
と
し
て
の
高
物
価
水
準
を
資

本
・
商
品
取
引
の
中
に
固
定
的
に
内
蔵
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、

非
イ
ン
フ
レ
的
と
み
ら
れ
る
貨
幣
信
用
ル
ー
ト
か
ら
さ
え
イ
ン
フ
レ

ー
シ
冒
ン
的
拡
張
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
る
」
（
畏
幸
夫
、
前
掲
「
管

理
通
貨
と
イ
ン
7
レ
ー
シ
ョ
ン
」
。
一
二
三
頁
）
。
「
現
代
日
本
経
済

が
、
下
落
の
抑
制
さ
れ
た
物
価
水
準
の
誰
持
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ

に
受
動
し
て
必
要
な
通
貨
を
市
中
銀
行
が
貸
し
応
じ
、
中
央
銀
行
が

ま
た
提
供
し
て
い
る
」
（
高
木
暢
哉
「
現
代
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
諭

の
間
題
点
」
『
金
融
経
済
』
㎜
、
一
九
六
七
年
、
七
五
頁
）
。
「
独
占

資
本
主
義
の
再
生
産
過
程
の
内
部
か
ら
発
生
す
る
物
価
水
準
の
上
昇

を
追
認
す
る
も
の
と
し
て
、
不
換
紙
幣
が
発
行
さ
れ
る
」
（
松
石
勝

彦
、
前
掲
『
独
占
資
本
主
義
の
価
格
理
論
』
、
二
九
八
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
東
学
院
大
挙
非
常
勤
講
師
）
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